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1 本書は山梨県韮崎市藤井町北下条 2621番 地ほか

所在の後田堂ノ前遺跡の発掘調査報告書である。

2 本調査はコメリH&G藤井店の建設に伴い、財団

法人山梨文化財研究所が実施 した。

3 第 6表石器類観察表の石質については、財団法人

山梨文化財研究所地質研究室 河西学氏の同定によ

る。また第 4章の自然科学分析については、パリノ・

サーヴェイ株式会社 松元美由紀・高橋教氏による。

そのほか本書の原稿執筆・編集は櫛原功―が行った。

4 鉄器の保存処理は、財団法人山梨文化財研究所保

存処理室が実施 した。

5 発掘調査における基準点測量は株式会社テクノプ

ラエングが実施 した。

6 本書に関わる出土品、記録類は韮崎市教育委員会

で保管 している。

7 発掘調査から報告書作成に至るまで、以下の諸氏、

諸機関からご教示、ご配慮を賜つた。記 して感謝申

し上げたい (順不同、敬称略)。

韮崎市教育委員会・山下孝司・閏間俊明、株式会社

コメリ・下路正展、パイロット測量設計株式会社・

小山田浩、株式会社テクノプラエング・森谷忠・柴

田直樹、山梨県埋蔵文化財センター・石神孝子、山

梨県立博物館 。中山誠二、パリノ・サーヴェイ株式

会社・千葉博俊、財団法人山梨文化財研究所 。鈴木

稔 。河西学・畑大介・宮澤公雄・平野修

1 遺跡全体図におけるX・ Y数値は、平面直角座標

第 8系 (原点 :北練 36度 00分 00秒 )、 東経 (138

度 30分 00秒 )に基づ く座標数値である (世界測地

系数値 )。 各遺構平面図中の北を示す方位はすべて

座標北である。

2 遺構および遺物の縮尺は次のとお り。

4 土器断面黒塗 りは須恵器、 ドットは灰釉陶器、土

器内外面の濃い ドット網掛けは黒彩土器 (黒色)土

器、薄い ドット網掛けは赤彩土器を示す。また遺構

図中の ドット網掛けは焼土範囲、縞状の網掛けは礫

層露出面、断面図斜線は礫断面を示す。

5 遺構平面図・断面図中の遺物を示す記号の種別は

次のとお り。

▲ 土師器  ■ 須恵器・∽磁器

● 縄文 。弥生土器  □ 土製品

△ 石器  ○ 金属製品

6 土層説明における土色表示は農林水産省水産技術

会議事務局監4笏 『新版 標準土色帖』を使用 した。

7 平面図の遺物番号、遺物写真図版番号、遺物観察

表番号は一致する。

8 本書図 1は 国土地理院発行の 1/50,000韮崎、図

2は韮崎市役所発行の 1/2,500韮 崎市管内図 21を

使用 した。

9 参考文献は第 5章文末にまとめた。
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第 1節 調査の経過

後田堂ノ前遺跡は韮崎市の市街地北方、韮崎市文化

ホール東側に位置する縄文時代から古代の集落遺跡で

ある。周辺には後田、堂の前、後田堂ノ前、坂井堂ノ

前等の遺跡が点在し、これまでに県営圃場整備事業、

道路拡幅工事、建物建設工事などに伴って各地点で遺

跡調査が実施されてきた。今回、本調査を実施した韮

崎市藤井町北下条 2621ほ か地点では、平成13年、開

発計画に伴う試掘調査が韮崎市教育委員会 (以下、市

教委)に よって行われ、数か所の地点でトレンチ調査

が実施されている。その結果、弥生土器、土師器を主

とする土器片が出上 し、弥生時代から平安時代の集

落遺跡の存在が推測されたが、諸事情により開発には

至らなかった。平成19年、ホームセンターの株式会社

コメリ (以下、コメリ)がH&G(ハード&グ リーン)

の店舗を新設することになり、市教委とコメリとの協

議により、本調査を財団法人山梨文化財研究所 (以下、

研究所)に委託実施することとなった。コメリと市教

委との協議の結果、調査は建物基礎部分、貯水タンク、

灯油タンク設置地点、外構工事に関わる地点、出入口

工事に伴う掘削地点のみ限定的に行うこととし、工事

の影響のない部分については調査せず、遺跡を埋設県

存することとした。調査面積は開発面積、約 3500だ

のうちの 18%、 635� で、幅 1.2mの 溝状に調査する

こととなった。

第 2節 発掘作業の経過

平成19年 11月 7日 に調査に関する打ち合わせを現地

で行った。11月 14日 より重機による表土剥ぎを実施、

12月 になって作業に本格的に着手した。建設工期と

の調整で、12月 10日 には起正式が行われ、その後、建

設工事と並行する形で調査を実施した。そのため、工

事業者との協議を随時行い、優先的に調査すべき地点

を先に調査し、市教委立ち会いにより部分的な調査完

了状況確認ののち、順次工事側へ明け渡していった。

調査終盤の 1月 中旬になって調査区北東隅 (3号 トレ

ンチ)で縄文後期の遺物包含層が見つかり、土坑から

多数の土器が出土したことから取り上げなどに時間を

要し、最終的には 1月 31日 に調査を終了した。以下、

調査日誌の抜粋である。

〔調査日誌】
平成19(2007)年 11月 7日 ● 現場にて打ち合わせ。

11月 14日 m 調査予定範囲をテープで表示 し、重機による

表土剥 ぎ開始。

11月 15日 い 表土剥 ぎ。

11月 16日 ④ 表土剥 ぎ。歩道に面 した調査区境に トラロー

プを張る。

11月 17日 口 重機稼働。

11月 18日 側 重機稼働。

11月 19日 ⑪  プレハブ設置。重機は本 国にて終了。基準杭

打設。

11月 20日 側 道具類搬入。

12月 6日 的 遺構確認。竪穴の調査に着手。

12月 7日 ④  3号竪穴調査。

12月 10日 (月)起正式。協議。

12月 12日 佃  1・ 2号竪穴、1～ 3号土坑など調査。敷石検出。

12月 14日 ④ l～ 4号竪穴、3号土坑など調査。業者 と打ち

合わせ。

12月 17日 ⑪ 12・ 15号 トレンチ、1号竪穴調査。

12月 18日 卿 2・ 12・ 13号 トレンチ、1・ 4号竪穴調査。

12月 19日 囲 1・ 2・ 16～ 19号 トレンチ調査。

12月 20日∩ 4・ 8号竪穴、 1・ 2・ 10・ 14・ 16号 トレンチ内調査。

12月 21日④ 2'7～ 9号竪穴調査。

12月 25日側 8'9号竪穴、6号土坑調査。

12月 26日い 6・ 7・ 12号竪穴調査。

12月 27日 m l・ 5～ 7号竪穴、1号集石、4号土坑調査。

平成20(2008)年 1月 7日 側 15号 トレンチ内遺物上げ、実

測など。

1月 8日 ω l～ 3・ 5'8・ 14・ 15号肇穴調査。

1月 9日 囚 4・ 8・ 13～ 16号竪穴調査。8号竪穴で炉体土

器検出。

1月 10日 い  1号竪穴掘 り方、8号竪穴調査。業者 と協議。

1月 11日 0 1号 竪穴床下調査。 ピット検出。4・ 8号竪穴

調査。

1月 12日 ω 業者 と協議。

1月 16日 m 3号 トレンチ内掘 り下げ。

1月 17日 鰤  3号 トレンチ内掘 り下げ。10号竪穴、10号土

坑調査。

1月 18日 ⑥  3号 トレンチ掘 り下げ。縄文後朗土器片多量

出土。

1月 21日 (月)2号 谷付近調査。

1月 22日側 業者と打ち合わせ。

1月 24日い 17号竪穴 (床面のみ)、 3・ 4号溝調査。

1月 25日④ 18・ 19号竪穴調査。シー トなどの片づけ。

1月 26日① 18・ 19号竪穴、H号土坑調査。

1月 28日 側 10・ 18・ 19号竪穴調査。器材一部撤収開始。

1月 29日 ω 18・ 19号竪穴、11・ 13号土坑調査。

1月 30日 囲 10・ 16・ 18・ 19号竪穴、■ ,13号土坑調査。

l月 31日 い 13号土坑および周辺調査。本日で作業終了。

〔調査参加者】(順不同、敬称略)

原島進・宮川昌蔵・深澤友子・鈴木節夫 。大柴欣子・

萩原忠・坂本行臣・小沢正臣・伊井賞・秋山高之助・

藤原五月・長谷川規愛・窪田信一

第 1章 経 過
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図 3 周辺遺跡の調査状況

第 3節 整理等作業の経過

整理作業は平成 20年 4月 より山梨文化財研究所整

理室で行った。出土遺物に関しては遺物洗浄、注記、

接合、復元、実測、 トレース、版組みという工程で作

業を行い、遺構については「遺構 くん」で記録した遺

構図、遺物出土地点などを合成、編集した。

〔整理参加者・整理関係者】(順不同、敬称略)

矢房静江・竜沢みち子・小澤恵津子・田中真紀美・岩

崎満佐子・須田泰美・西海真紀・角屋 さえ子・小林典

子・小林祐子・斉藤ひろみ 。手塚由美・梶原薫・広瀬

悦子・原野ゆかり。藤井多恵子・柳本千恵子・林紀子・

横田杏子・`古郡明・望月秀和

第 1節 地 理 的 環境

後田堂ノ前遺跡は、韮崎市藤井平の塩川左岸に開け

た低位段丘面の微高地上にあ り、標高 378mを測る。

周囲の現況は水田および住宅地帯で、調査区東脇には

国道 141号線のバイパスとして開設された市道藤井 9

号線が南北に通過する。

本遺跡が所在する藤井平の低位段丘面は、金無川支

流、七里岩台地東側を南流する塩川の蛇行により形成

された地形である。南北に細長 く紡錘形を呈 した微高

地と微凹地が連続 した微地形となっているが、古代以

来、中近世の水田耕作によってそうした地形の多 くは、

水田で覆われて平坦化 している。

遺跡の西側は、人ヶ岳泥流が流下、塩川 。釜無川に

よつて浸食を受けて形成された細長い七里岩台地の崖

線が視界を遮 り、北側には長い裾野を引いた人 ヶ岳を

見ることができる。また東側は、茅ヶ岳山麓が塩ナ||に

より浸食されてできた崖線が南北にのび、南側は甲府

盆地に向かって開けた地形となり、御坂山地と富士山

を遠望できる。

第 2節 歴史 的環境

本遺跡が所在する藤井平は、古くから米どころとし

て知られ、「藤井五千石」と称された穀倉地帯である。

近年の回場整備が実施されるまでは、水田の地割が方

眼のように区画された条里型地割を良好に残す地域で

あった。平成元・2年には、北側 500mに ある韮崎市

立北東小学校の校舎建設の際、「宮ノ前遺跡Jが調査

された。300軒以上の古代の竪穴住居、多数の掘立柱

建物跡が検出され、藤井平の中心的な大集落、かつ役

所的な性格を合わせもつ集落と判明した。墨書土器に

第 2章 遺跡の位置と環境
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は多数の「宅」があり、3間 ×4間総柱の掘立柱建物

などが遺跡の性格を物語つている。また調査区南面の

一角には、平安時代の水田に加え、弥生前期後葉と推

定される水田が見つかり、東日本でも最古級の水田遺

構として著名となった。このように、藤井平地域では

いち早く水田耕作が始まり、以後連綿と水田耕作が行

われており、甲斐における水田稲作の展開を考えるう

えで、考古学的に重要な地域といえる。そのほか今回

の調査区に隣接する北側では、1996年 に文化ホール

前通りの拡幅工事で調査が実施され、古墳時代の竪穴

などが見つかつたほか (「後田堂ノ前遺跡」)、 周辺で

発掘調査された遺跡として、東側の国道沿いの「上横

屋遺跡」 (し まむら地点)、 北側に「堂の前遺跡」、「坂

井堂ノ前遺跡」 (藤井郵便局地点)、 「三宮地遺跡」 (韮

崎市文化ホール西側 )、 南側では「後田第 2遺跡」 (JA

梨北藤井支所地点)があり、多数の報告書が刊行され

ている。このように一帯では、弥生～奈良・平安時代

にかけての集落遺跡が濃密な広が りをみせる。また縄

文時代では「後田遺跡」に小形ながら環状配石が見つ

か り、縄文後期の仮面土偶の優品が出土するなど、縄

文時代遺跡の宝庫 としても見過ごせない。調査区北側

に通過する東西の道は、中 。近世の長野県佐久地方と

甲州を結ぶ信州往還に相当し、今 日の国道が設置され

る以前の古 くからの主要道路であつた。近年では圃場

整備、市道新設によつて水田地帯が宅地化され、新興

住宅街として変貌 し、水田地帯の広がる農村風景から

市街区としての景観へと変化を遂げつつある。

第 1節 調 査 の方 法

発掘調査にあたっては、まず工事設計図上から調査

範囲を設定 し、重機により遺構確認面 もしくは遺物包

含層まで表土剥 ぎを行つた。鋤簾による遺構確認のの

ち、竪穴、溝、土坑などの個々の遺構についてセ

クションベル トを設定 し、遺物を残 しながら掘 り

下げた。遺構実測にあたっては、測量のための基

準杭を数か所に打設 し、国家座標を付け、パソコ

ンを接続 した光波測量機 (ト ータルステーシヨン)

で遺物の取 り上げ、遺構実測を実施 した。なおパ

ソコンのソフ ト (図化システム)は アイシン精機

「遺構 くん」である。写真についてはデジタルカ

メラを主として用い、調査状況、途中経過、完掘

状況など適宜写真撮影を行つた。

調査区内では基礎部分および道路歩道に沿って

トレンチ状に調査区を設定 し、また建物内部の独

立基礎、浸透桝、灯油タンク埋設位置には壼掘 り

状の トレンチを設定、1～ 19号 トレンチ と仮称

した。

第 2節 層序

トレンチ状をなす調査区では、すべての地点に

おいて地表からの土層堆積状況を観察することが

できたため、とくに基本層序の把握を行つていな

い。ただ 15号 トレンチ南西隅では、遺構確認面

を抜いて土層を観察している。また2号 トレンチ

では、工事の際に深掘りが行われたため、下層の

礫層堆積状況を観察することができた。全般的に

第 3章 調査の方法と成果

は、水田に伴う灰褐色粘質の水田層 (耕作土)、 褐色

の床上の下に黒褐色土があり、遺構確認面となる。5

号 トレンチでは礫層面が露出し、3号 トレンチでは縄

文後期の包含層の暗褐色土が安定して存在した。
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第 3節 遺構

調査面積は開発面積 3487だ のうちの 635∬ である。

建物の基礎部分のため、1～ 3'7号 トレンチ以外で

は幅 1.2mと いう細長い調査区となり、狭い調査区の

ため遺構の判断が難 しい部分があつた。各 トレンチの

調査状況は次のとお りである (第 1図参照)。

1号 トレンチ 防火水槽予定地。75× 5mの長方形

で、深さ70cm～ lm。 1号谷および 1～ 3号畝が検出

された。

2号 トレンチ 灯油タンク埋設予定地で、11× 2.5m

の長方形。確認面までは深さ約 80cm。 1号溝などが検

出された。

3～ 5号 トレンチ 道路に面 した外周擁壁および浸

透桝部分で、長さ81m、 幅 12～ 6m。 深さ80cm～ 1.4

m。 北端に2号谷、11号土坑、中央から南側、4号 ト

レンチから5号 トレンチにかけて 7～ 10。 12号土坑、

16号竪穴がある。

6号 トレンチ 5号 トレンチの続 きの擁壁部分で、7

×5mの L字状に曲がる。14・ 15号竪穴が検出された。

7～ 9号 トレンチ 建物外壁部分で、長さ55m、 幅 1.2

～ 4.5m、 深さ50～90cm。 南端の 7号 トレンチで 7・ 8

号竪穴、14号土坑、・3号集石など、8号 トレンチで 4

号溝など、9号 トレンチで 3号溝などが検出された。

10号 トレンチ 建物外壁部分で、22× 1.2m、 深 さ約

1～ 14m。 中央付近に 1号溝、東側に 19号竪穴があ

り、中央から西側にかけて遺物包含層があ り、当初竪

穴かと推定 し掘 り下げている。

11号 トレンチ L字状の基礎部分で、直線的に伸ば

すと長さ 17m、 幅 ■2m。 深さは約 12m。 屈曲部分

に 18号竪穴、13号土坑がある。

12・ 13号 トレンチ 建物外壁部分で、長さ52m、幅 12

m、 深さ70cm～ lm。 南側の13号 トレンチ内に 1～ 5'

13号 竪穴、北側の12号 トレンチ内に 1号溝、4・ 5号

土坑がある。また12号 トレンチ付近に縄文前期を中心

とした包含層があり、当初竪穴として調査を行ってい

る。

14号 トレンチ 建物タト壁部分で、長さ21m、 幅 12m、

深さ約 lm。 西端に3号竪穴が、東側に6号土坑がある。

15号 トレンチ 調査区西側の浸透桝設置個所で、135

×4mの 長方形。深さ80cm～ ■3m。 13号 トレンチに

かかるようにして 1・ 2号竪穴があるほか、1～ 3号

土坑、1号集石などがある。また縄文晩期の大形破片

も点在した。

16号 トレンチ 独立基礎部分で、当初 2× 12m、 深

さ1.lmの トレンチを設定したところ、南壁に北亀の

背面断面が観察 されたため、さらに 15× ■5mの拡

張を行い、10号竪穴として亀付近のみ調査を実施 した。

17号 トレンチ 独立基礎部分で、2× 1.2m、 深さ 12

m。 竪穴 らしき落ち込みが トレンチ内西側に確認でき、

11号竪穴とした。

18号 トレンチ 独立基礎部分で、2× ■2m、 深 さ

lm。 溝状の落ち込みが斜めに確認でき、2号溝 とした。

19号 トレンチ 独立基礎部分で、2× 12m、 深さ 1.1

m。 北側に竪穴状の落ち込みがあり、12号竪穴とした。

以上のように、調査の結果、竪穴 14軒 (縄文前期 1、

中期 1、 弥生 1、 古墳 5、 平安および時期不明 5)、 溝 2、

土坑 13、 ピット多数、集石 3、 谷状遺構 2を検出した。

1号竪穴 (第 2～ 4図、図版 1)

南西隅 15号 トレンチと13号 トレンチ内に存在 し、2・

3号竪穴 と重複する。東壁中央に東亀をもつ隅九方形

の竪穴で、東西 5.3m、 南北推定 5mを 測る。15号 ト

レンチ東壁で作図したセクションでは 1号竪穴が 2号

竪穴に切 られているが、13号 トレンチ西壁セクシ ョ

ンでは 2号竪穴覆土中に床面が続 くことから、2号竪

穴の覆土を切るようにして構築された 1号竪穴が 2号

竪穴 よりも新 しい。15号 トレンチ側では何 らかの要

因で切 り合い関係の認識を誤ったものと思われる。

地表から床面までは深さ 13mで、竪穴の覆土は約

50cm、 壁の立ち上が りは約 30cmで ある。15号 トレン

チでは当初、北西隅に深掘 りの試掘坑 を入れたため、

本竪穴南西壁を一部切ってしまっている。壁床面は電

の脇では硬化面が残るが、全体に軟弱で、掘 り方面確

認のため再精査 をしたところ、15号 トレンチ内で竪

穴西側の柱穴 2本が確認 された (91,92号 ピッ ト)。

ともに2重の掘 り込みがあ り、北寄 りに柱を立てた柱

痕が見つかっている。4本柱の建物 と考えられる。周

溝は西側 と亀脇に存在するが、本来は全周 したのであ

ろう。

亀は 2個の扁平円礫を2列に立て並べた袖石が遺存

し、煙道は長 く東へのびると思われるが、 トレンチ幅

が狭 く、全貌は把握できていない。袖石間は約 50cm、

袖石の高さは約 40cmで 、支脚石はない。また 13号 ト

レンチ内では南東隅の床面上に焼土が堆積 していた。

遺物は全体に少なく、床面よりわずかに浮上 したも

のが多い。

2号竪穴 (第 2・ 3図、図版 1)

15。 13号 トレンチ内で確認された弥生時代の竪穴。

限られた調査区のため全体像は不明であるが、東西推

定 5,6m、 南北 35～ 4mの小判形で、主軸方向は東西

と考えられる。南側に 1号竪穴が重複 し、前述 したよ
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うに 13号 トレンチ西壁面のセクションによれば、2

号竪穴覆土中に 1号竪穴の床面が存在する。また北側

に 13号竪穴 (縄文前期)があり、1号竪穴覆土中に 2

号竪穴の床面が存在することが 15号 トレンチ東壁面

のセクシヨンによりわかるが、調査時点では 2号竪穴

の床・壁を捉えることはできなかった。西側の壁のう

ち、とりわけ北西隅の壁は立ちあが りが不明瞭で、フ

ラスコ状土坑のように床面に沿って壁が地山中に潜る

ような状況を示 した。床面精査を行ったところ、北西

隅のカーブで丸 く弧を描 く浅い落ち込みが 2号竪穴北

側に存在することから、2号竪穴廃絶後にフラスコ状

土坑が重複 して作 られたことが考えられる。セクショ

ンにはそうした土坑の壁の立ち上が りは確認できてい

ないが、調査区内では東側に2基のフラスコ状 (袋状 )

土坑が見つかつていて、本例を弥生の竪穴よりも後出

の土坑 と考えておきたい。床面精査前の写真をみると

黒色上が円形に広がつている。

遺物は少ない。13号 トレンチ壁 より完形の小形杯

が出土 したほか、小破片がわずかに散布する。15号

トレンチ内では 1号竪穴床面直上にあたるレベルで自

然円礫が 8個 出土 している。そのうちのい くつかを 2

号竪穴遺物 として図示 したが、一部が 1号竪穴床面に

あ り、現場では重複部分で床面を確認できなかったも

のの、1号竪穴が新 しいことを考え合わせると、それ

らの礫は 1号竪穴に帰属する錘石的な一群の礫 と考え

られよう。

3号竪穴 (第 2・ 3図、図版 1)

13号 トレンチで 1号竪穴と接する竪穴で、1号竪穴

を切るようにわずかに深い。竪穴は推定隅丸方形で、

東壁から北壁にかけての北東隅を中心とするごく一部

である。周溝、竃などの施設はない。また遺物 も非常

に少ない。東壁付近は暗褐色土から黄掲色土 (ロ ーム

土)に移行する漸移層中の構築で、ロームヘの掘 り込

みが弱いため、床面、壁の確認は難 しい。

4号竪穴 (第 4図、図版 1)

13号 トレンチ、中央南寄 りに単独で位置する隅丸方

形の竪穴住居。住居に対 して斜めにトレンチが設定さ

れ、南北 3,9m、 東西の長さは不明となっている。地

表下、確認面 まで 70cm、 床面 までは ■2mで、 トレ

ンチ壁面をセクション面 として作成 した断面図によ

れば、地表下 40cm付 近に竪穴の掘 り込み面が存在 し、

竪穴の深 さは 90cm～ lmである。竪穴の北壁 と南壁

の一部とそれに伴 う周溝が確認され、亀は未確認であ

る。遺物は南壁寄 りにやや多い傾向があり、覆土中か

らの出土が主で、床面からは少ない。周溝の幅は 20

～ 30cm、 深 さ10cm程 度で、南壁では竪穴の立ち上が

りより内恨Jに存在 している。床面は全体的に貼 り床を

もち、硬化面が全体的に広がっていた。セクション面

に合わせて立ち割つたところ、深 さ15cm程 度でほぼ

平らな掘 り方面が確認された。

5号竪穴 (敷石遺構)(第 2～ 4図、図版 1)

13号 トレンチ南側、13号竪穴上層に存在 した敷石

遺構を敷石住居の一部と推測 して遺構名を付けた。 ト

レンチ幅の調査のため、この配石が敷石住居のどの部

分に当たるのかという点については不明で、出入 り口

の敷石かと思われるが定かではなく、住居に伴う敷石

ではない可能性も十分考えられる。敷石は■2× lm
の範囲に敷設され、40～ 50cmも の大形の扁平礫 3個

を核としていくつかの円礫を縁石状に周囲に添えたも

ので、東側の扁平礫は裏面向きの石皿片であつた。と

くに伴う土器がないことから時期不明であるが、石皿

の転用から縄文時代の遺構と考えてよいだろう。

8号竪穴 (第 5図、図版 2)

6'7号 トレンチにあり、全体の約半分を調査した。

北東壁、西壁と南壁の一部を確認し、南北 6.3m、 東

西 52mを 測る。南北方向に主軸線をもつ楕円形プラ

ンの竪穴住居である。地表下 1,lmで確認面となり、

17mで床面となる。中央やや北側に浅鉢を炉体土器

とした炉があり、その周囲に3本の柱穴を配する。他

に北西と南西に1本ずつ想定されることから、5本あ

るいは6本の柱穴配置と考えられる。炉は、2/3程度

が残る浅鉢を炉体土器とするもので、浅鉢は口縁部を

床面とほぼ同じにして正位に埋設され、覆土中に焼土

粒・炭化粒はほとんど存在しない。焼土・炭の片付け

が念入りに行われたのであろう。炉体土器直上にはわ

ずかに間層をはさんで石皿片が被されていた。単なる

偶然というよりは、竪穴廃絶に伴う意味のある行為に

よるものと推測したい。柱穴 (88～ 90号 ピット)は

60～ 80cm、 深さ約 50cm。 床面には礫を含んだ砂礫層

面が露出し、硬化面、只占り床面はなかった。床面には

直径 20～ 30cmの 円礫が、床面からわずかに浮上して

多数存在し、遺物は覆上下層から床面上に散在してい

た。壁際は、南側を除きわずかな幅でテラス状を呈し

ている。壁は高さ75cmと 、深めの竪穴である。

9号竪穴 (第 6図、図版 2)

7号 トレンチ内、東壁に竪穴の大半がもぐり、西壁

の一部が見えている。南北4m、 東西幅 09m以上の

隅丸方形の竪穴である。地表下70～ 90cmで確認面で、

床面までは地表下 lmである。西壁から南壁の一部に

かけて周溝が巡る。幅約 10cm、 深さ5cm程度である。
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亀はない。南北方向を主軸方向とすると主軸は N10°

―W。 南西隅の床面直上に径 5～ 30cm大の円礫がまと

まり、その付近の覆土中に土器片が故在するほか、棒

状鉄製品が床面から浮いて出土 した。礫の中には大き

な凹みをもつ凹み石があり、本竪穴の時期に伴う石器

と考えられる。

10号竪穴 (第 6図、図版 2)

16号 トレンチ内で検出。この トレンチは店舗建物の

柱のひとつにあた り、15m四方の重掘 り状の調査区

である。当初、南壁面を断面図作成のために精査 した

ところ、亀の袖石 らしき直立 した 2本の礫が露出し、

その間に焼土が確認されたことから北亀と判断、焚口

は南側に存在すると考えられたため、南壁の南側をさ

らに 15m拡張することとした。その結果、電袖石を

南北に 3個ずつ並べた石組竃が検出された。礫は大き

めの円礫 2個 と小形の円礫 もしくは角礫を 1個、計 3

個並べている。亀内には上層に奏片が多数あり、焼土

層は厚 く、それらを掘 り上げると中から西寄 りに直立

する自然石の支脚石 (高 さ 15cm)が見つかった。亀

焚国の掘 り込みは不明確で、亀背後の北壁の状況、煙

道 も確認できなかった。ただ BB'ラ インのセクショ

ン面に壁の立ち上が りがあり、おおよその位置は判明

した。亀南側には円礫が集中し、集石状の様相を呈 し

ている。遺物は電内、周辺に集中していた。

11号竪穴 (第 7図、図版 2)

17号 トレンチ内で検出。2× ■5mの トレンチ内で、

西側半分に落ち込みがあり、竪穴住居の東壁 と考えら

れた。壁は南北方向にのびて南北壁にもぐってお り、

竪穴住居の規模に関しては全 く不明である。地表下 12

mで確認面、14mで床面 となる。深さ20cm程 度の浅

い竪穴で、部分的な調査のため、確実に竪穴住居かど

うかはわからない。 トレンチ内には北西隅の床直面に

直径 40cmも の円礫がある。また壁際には 83号 ピット

が重複する。遺物は非常に少ない。

12号竪穴 (第 7図、図版 2)

19号 トレンチ内、北側で確認。地表下 lmで確認

面、12mで床面となり、さらに壁際には周溝が巡る。

ごく一部の調査のため、竪穴の規模は全 く不明である

が、隅丸方形の竪穴住居 と思われるものの、確実では

ない。セクション面では斜めに立ちあが りを見せるこ

とから、竪穴ではなく溝かもしれない。

13号竪穴 (第 2・ 3図、図版 1)

13号 トレンチ南寄 り、5号竪穴 (敷石)下層の竪穴

住居。南北 35mの 円形 もしくは楕円形で、南壁は 2

号竪穴に切 られ、北壁は緩やかに立ち上がる。周溝、

柱穴、炉は未確認である。地表下 90cmで 確認面、16

mで床面 となり、壁の高さは 60～ 70cmと 深い。床面

にはやや浮上 して礫が散在する。

14号竪穴 (第 7図、図版 2)

6号 トレンチ内にあ り、15号竪穴 と隣接 し、15号

竪穴に切 られている。東西 25m、 南北 ■3m以上で、

竪穴の深 さは 10cm未 満 と浅い。周溝、亀は未確認で

ある。遺物は非常に少ない。

15号竪穴 (第 7図、図版 2・ 3)

6号 トレンチ内、14号竪穴 と隣接する。西壁 と北

壁の一部が確認されたが、竪穴全体の規模は不明で、

東西 3m以上、南北 2m以上となる。北壁に沿って周

溝があ り、西壁の一部にも存在するが、全周 しない。

床面上にはわずかに浮上 して 5～ 20cm大の円礫がま

とまり、それらの下にはピットが 2個 (107・ 108号 ピッ

ト)検出されたが、柱穴ではないと考えられる。遺物

は床面上、西壁寄 りを中心にわずかに散在 している。

16号竪穴 (第 8図、図版 3)

道際、5号 トレンチ内にあ り、西壁にもぐるように

して竪穴の一部が確認できた。竪穴の規模は不明であ

るが、南北 46m程度、東西 15m以上で、周溝はない。

東壁南寄 りの壁際に焼土を伴い、礫が立つ部分があ り、

亀 と考えられる。東壁際には、図化 していないが、写

真にあるように床面に礫層が露出し、竃の石組 との区

別を難 しくしている。亀については調査区が狭いため、

十分な調査ができなかったが、壁の内側にあ り、外側

には突出しておらず、煙道もない。礫を 2つ程度 2列

に並べて袖石 としている。遺物は覆土中を主に分布 し、

また亀内にも集中していた。

17号竪穴 (第 12図 )

7号 トレンチ北壁寄 り、116号 ピット上層の遺構確

認面に床面 と見 られる硬化面が広がる。1.2× 16m
の範囲で、壁面観察では壁の立ち上が りを認めること

はできなかった。また遺物は伴っていない。

18号竪穴 (第 8図、図版 3)

11号 トレンチ内、南西コーナーで検出。 トレンチ西

壁から須恵器蓋がほぼ完形の状態で出土 し、壁面を精

査 したところ、竪穴の北壁の立ち上が りがセクション

面に確認できた。東壁 も 13号土坑 と重なるようにお

およその位置が判明 し、東西 27m以上、南北 25m
以上の隅丸方形の竪穴住居と考えられる。地表下、遺

構確認面 までは 80cm、 床面までは約 lmで、竪穴の

壁は高 さ 15cm程度 と低いが、セクション観察では 9

層を切って掘 り込まれた壁が認められ、地表下 55cm

付近に確認面が本来あったことがわかる。調査区内に
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は亀はないが、西壁セクションには、壁際にわずかに

焼土層が見 られ、もう少 し西側、調査区外に北亀が存

在する可能性が高い。床面には硬化面が残 り、遺物は

北壁寄 りにわずかに浮いて甕が横位で出土 し、また前

述 したように西壁、床面より浮上 してほぼ完形の須恵

器蓋が出土 したほか、床直からわずかに浮上 して少量

が散在する。床面を精査 したところ、下層に縄文中期

の上坑・ピットが検出されている (13号土坑、117・

118号 ピット)。

19号竪穴 (第 9図、図版 3)

10号 トレンチ東寄 りにあ り、東西の壁が確認された

ことから、東西 36mの隅九方形かと考えられる。地

表下 80cmで確認面、床面 までは lmで、竪穴の深 さ

は 15cm程 度 と浅い。周溝、竃は未確認。東側、床面

直上に礫のまとまりがあるほか、中央付近にも調査区

外にかかるように礫群がある。遺物は少ないが、鉄製

品が 2点あり、刀子片が東側から、鉄鏃が 2本重なっ

たと思われるものが西壁寄 りからともに浮上 して出土

している。

1号土坑 (第 9図、図版 3)

15号 トレンチ内。92× 78cm、 深さ37cmで 、断面鍋

底状。上層中央に奈良時代の郭片がある。

2号土坑 (第 9図、図版 3)

15号 トレンチ内。112× 62cm、 深 さ約 30cmで、楕

円形土坑中にピットが重なったような構造である。上

の上坑は断面皿状 となる。

3号土坑 (第 9図、図版 3)

15号 トレンチ内。88× 76cm、 精円形、深 さ 46cm、

断面鋼底状で、底面は平らとなる。

4号土坑 (第 9図 )

12号 トレンチ内。92× 56cm以上、深さ26cmで、断

面はボール状。

5号土坑 (第 9図 )

12号 トレンチ内。135× 73cm以上。円形 と推定され、

断面は鍋底状。

6号土坑 (第 10図 、図版 3)

14号 トレンチ内。182× 58cm以上で、調査区外にか

かるため平面形は不明。断面は鍋底状で、深さ 38cm。

7号土坑 (第 10図、図版 3)

5号 トレンチ内。袋状土坑で、平面形 (口径)は

100× 70cmの楕円形。内部の最大径は 110cm、 深さ64

cm。 ただ し、セクション観察によれば口径は 60cm程

度で円形 と考えられる。遺物は少なく、格沢式期の土

器片が数点あるのみであった。

8号土坑 (第 10図 、図版 3)

第 1表 ピットー覧表

黒褐 fI

2 57× 8

20× 9

7 40× 14 婚褐 色

9 18× 9 1音 褐 侮

27× 5 ]き褐

培褐 停

61× 8 黒 褐

28× 16 里
ト

54× 26

78× 23 里
＾

37× 22 望
い

黒褐 御

18× 10 黒

72× 9 黒褐 角

31 60× 20 黒 褐

褐 侮

13× 8 婁褐

61× 17 H音褐 侮

17× 7

108× 28 黒 II

皇
【

40× 16

52× 12 日音

119× 13

70× 20

89× 19 窯褐

仲

29× 11 1音 孝B

土色 な ど

30× 15

61 16× 9 黒褐 色

軍≧ネB十畜

40× 10 黎褐 色

15× 10 黒褐 角

20× 15

褐 停

15× 11 黒褐 色

里褐 停

25× 15 黒褐 色

18× 10 婁褐 色

28× 10

77 21× 18

;俸

92× 18 色

青褐 停

32× 12

33× 20 営褐 色

64× 50

64× 38

36× 30

64× 45

62× 16 黒褐 色

≧停

102 39× 33

44× 32

107 26× 14 黒色

24× 8

86× 15 培褐 侮

113 50× 22

70× 24 培褐 &
91× 15

5号 トレンチ内。90× 60cm以上の円形土坑で、深さ

10cm程度と浅 く、断面形は鋼底状。確認面から平安末

の土師質土器皿などが上向きで 3点出土 した。

10号土坑 (第 10図 、図版 3)

4号 トレンチ内。12号土坑 と重複 し、12号土坑 よ

りも新 しい。直径 90cmの 円形で、断面鍋底状。床面

上に焼土層が広範囲に広がる。

11号土坑 (第 11・ 15図 、図版 4)

3号 トレンチ内。東西 4m以上、南北 ■5m以上の

隅丸コーナーをもつ大形土坑で、竪穴住居 もしくは何

らかの大形掘 り込みを伴う遺構の一部と考えられ、通

常の土坑 とは異なる。深 さ約 30cmで、覆土上層には

礫が多数入 り込み、覆土中位には後期の無文土器片が

多量に出土 した。調査区外にのびていたが、廃上の山

が盛 り上げられていたため、拡張することはできず、
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性格を見極めることができなかった。床面はなく、敷

石も存在 しなかった。

12号土坑 (第 10図 )

4号 トレンチ内。10号土坑下層。100× 80cmの 楕

円形土坑で、深さ 15cm、 断面皿状。

13号土坑 (第 10図 、図版 3)

11号 トレンチ内。二重の掘 り方をもつ楕円形土坑で、

114× 94cmの楕円形土坑内に70× 63cmの 円形土坑が

入れ子状を呈する。北寄 りに円形土坑が掘 り込まれ、

深 さは46cmを 測 り、断面はボール状 を呈する。円形

土坑の中央 より非常にもろい格沢新式期の大形破片

が出土 し、その直下に径 30cmほ どの円礫が出土 した。

土坑の掘 り込み自体はさらに深い。

14号土坑 (第 12図 )

7号 トレンチ内。166× 150cmの 円形土坑。深さ 10

cm程度と浅 く、平らで、断面形は皿状。土坑北西側に

焼土ブロックが出上 した。

1号集石 (第 9図、図版 3)

15号 トレンチ、調査区西北角に検出された。集石土

坑の約 1/4と 考えられ、平面的には礫 6個がほぼ水平

に配置 し、下部に円形とみられる土坑が存在する。土

坑は深 さ15cm程 度 と浅い。礫 に被熱はなく、また覆

土中にも炭化物、焼土はみられなかった。遺物はない。

3号集石 (第 12図、図版 4)

7号 トレンチ内。直径 126cmの 円形土坑で、断面ボー

ル状。深さ32cmを測る。礫は径 90cm、 深さ30cmの範

囲に集中する。時期を示すような遺物はないが、周辺

の遺構からすると格沢式期の可能性がある。土坑覆土

中には炭化物、焼土はとくにない。また時期を示す遺

物はない。

礫は分析のため全て取 り上 tデ、整理の段階で洗浄 し、

破損礫については接合を行い、重量、大 きさなどの計

測、破損状況の観察を行った。計 140個 の円礫を中心

に出土 し、大 きさは長 さ9～ 12cm、 重 さ0.4～ 0.5kg

が多い。全てに赤変、黒変などの被熱痕がみられ、多

くの礫にタール状付着物が認められた。石材は安山岩

を主とし (約 80%)、 そのほかに砂岩 (23個、16%)、

花筒岩 (6個 、4%)が見 られた。被熱によって表面

が薄 く剥離 した礫、大 きくい くつかに割れた礫があり、

非安山岩礫にそうした破損が見 られた。加熱 しても割

れにくい安山岩を選択 している。以上の特徴から石焼

き調理に伴 う屋外炉 と推測でき、焼いた礫を土坑状の

凹みの中に食糧 とともに入れて蒸 した蒸 し焼 き料理の

ための屋外炉とみられる。なお、その考察については

第 5章第 3節 に譲る。

1号清 (第 13図 )

2・ 10。 12号 トレンチ内で検出 した溝。断続的な

確認ではあるが、直線的に配置することから同一の溝

と判断した。長さ19m以上、幅 70cm～ lm程度、深

さは断面観察によれば50～ 70cmの素掘 りの溝である。

覆土中には砂層、砂礫層 を含む。方向は N-3° Eで、

ほぼ南北方向を示 している。ただ 1号 トレンチ内では

未確認であり、また先に実施された後田堂ノ前遺跡の

調査 (韮崎市 1997)で は延長線上にはないが、わず

かに方向の違 う溝が存在することから、1号 トレンチ

と2号 トレンチの間で湾曲しながら北方向にのびてい

た、とも考えられる。

2号溝 (第 14図 )

18号 トレンチ内で確認された溝状の落ち込み。狭い

範囲のため確定的ではないが、おおむね南北方向に位

置 し、長さ22m以上、幅 1～ 1l m、 深さ約 20cmで

ある。1号溝に似た方向性をもつが、廷長線上にあた

る 9。 13号 トレンチでは確認できていない。

3号溝 (第 1図 )

9号 トレンチ。やや幅広の落ち込みで、溝かどうか

は明確でない。溝であれば東西方向を示 し、幅 4m程

度になるが、4'5号 トレンチでは未確認である。

4号溝 (第 1図 )

8号 トレンチ。やや幅広の落ち込みで、溝 と仮称 し

たが、判然 としない。溝であれば幅約 5m、 南北方向

の溝であろうか。3号 トレンチ内の 2号谷 との関連が

あるかもしれない。

1号谷 (第 14図、図版 4)

1号 トレンチで確認された落ち込みで、東半が緩や

かに下がる。谷の大 きさは把握できていないが、おそ

らく3号 トレンチに続 くと考えられ、2号谷 と同一の

可能性が高い。谷内には 3本の畝状遺構が東西方向に

存在する。覆土中位には20cm四 方程度の焼土範囲が

あり、遺物が散在 した。なお 1997年報告の調査では、

谷状遺構は把握されていない。

2号谷 (第 15図、図版 4)

3号 トレンチ内。l号谷 と同一と考えられる。縄文

後期、堀之内式期の包含層で、遺物集中部分があ り、

幅 ■8～ 2,7mの ごく浅い溝状 を呈す。溝であれば南

北方向の向きを示 している。

畝状遺構 (第 14図 、図版 4)

1号 トレンチ、1号谷の東向き傾斜面に位置する。

長さ50cm～ 14m以上で、谷方向に直交 し、幅 12～ 1.4

mを測る。溝内から土師器片が出土 している。

ビッ ト (第 16図、第 1表 )
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15号 トレンチから 12・ 13号 トレンチ、4・ 5号 トレ

ンチから7号 トレンチにかけて多 く分布する。柱穴的

な配列は確認できていない。なお 15号 トレンチ内の

11号 ビット (第 12図 )は、ピツト上層に礫が集積 し

ていた。

第 4節 遺 物

1号竪穴 遺物 (第 17図、図版 4)

1～ 3は土師器杯。4は須恵器蓋。5～ 7は土師器甕。

8・ 9は土師器壺底部。4の蓋がやや扁平で、杯類の屈

曲がやや弱いことから山梨県史古墳編年 (以下、県史

古墳)X期後半 (6世紀第 4四半期、以下 6c4/4)～

XI期前半 (7c1/4)と 考えてお く。

2号竪穴 遺物 (第 17図 、図版 4)

1・ 3は弥生土器で、1は完存の小形鉢、3は奏底部。

2は須恵器郭底部。4～ 8は 石器で、4・ 5・ 7は磨 り

面をもつ礫 (磨 り石か)、 6は端部に叩き痕をもつ礫、

8は凹石。時期は弥生後期 (県史弥生 5～ 6期)か。

3号竪穴 遺物 (第 17図 、図版 4)

1は土師質土器高台不。2は 弥生土器 ?甑底部で、

細い孔が多数貫通する。3は縄文土器片 (拾沢式 )。

竪穴の時期は、1か ら県史奈良平安Ⅸ期 (1lc後半)か。

4号竪穴 遺物 (第 18図、図版 4)

1～ 4は土師器郭。lは 甲斐型郭の祖形的な土器で、

内面見込み部の放射状暗文、体部内外面の横位ヘラミ

ガキが特徴的である。2は盤状杯。3は底がやや丸い

郭で、底部外面に線刻で「女」または「井」と記され

ている。4の底部タト面にも線刻があるが、文字は不明。

イの底部が九いことか ら、時期は県史奈良平安 I期

(8c1/4)か。

5号竪穴 (敷石)遺物 (第 18・ 19図 、図版 4)

1は 5号竪穴下層出土の諸磯 b式上器深鉢で、13

号竪穴に含めるべ き資料であり、縄文地文上に横位の

竹管文を施文する。2は磨 り石。3は敷石中出土の石皿。

4。 5は磨 り面をもつ円礫で、4は敷石中の破損礫が接

合 して完形 となった。本敷石に伴う土器片ははっきり

しないが、おそらく中期末から後期前半の敷石住居の

一部とみられ、2号谷の土器群 と時期的に関連するか

もしれない。

8号竪穴 遺物 (第 20～ 22図、図版 4・ 5)

1～ 3・ 5～ 10は格沢式土器。1は深鉢で、胴から

口縁部に 3段の横位文様帯があ り、日縁部には渦巻

文 と三角文の組み合わせをもつ。2は深鉢。3は炉体

土器に用い られた浅鉢で、日縁部には 4単位 と思わ

れる隆帯文をもつ。4は混入 と思われる中期後半の

鉢。5は浅鉢底部。9・ 10は 同一個体 と思われる竹管

幅が狭 く細かい角押文をもつ深鉢。11～ 14は打製石

斧。15。 16は横刃形石器。17～ 19。 21・ 23・ 24は磨 り石。

20・ 22は凹石。25は石皿。時期は格沢式期 2・ 3段階

であるが、 6は 1段階の古手。

9号竪穴 遺物 (第 23図、図版 5)

1は須恵器郭。21ま土師器甕。3は突き臼状の凹石。

4は鉄製品。時期は明確ではないが、1の郭底部の形

態から8世紀前半としてお く。

10号竪穴 遺物 (第 23図、図版 5)

1は土師器ロクロ奏。2は土師器甑底部。3・ 4は須

恵器甕。5は 凹石。時期は 1の甕から8世紀後半から

9世紀前半 (県史奈良平安Ⅲ～Ⅳ期)か。

11・ 12号竪穴 遺物

ともに時期を示す遺物がなく、時期不明。

13号竪穴 遺物 (第 24図、図版 5)

1は粗大縄文をもつ平縁深鉢。2・ 4は 凹石。3は磨

り石。5号竪穴 1を本竪穴の遺物 と見なして諸磯 b式

期 とする。

15号竪穴 遺物 (第 24図 )

1・ 2は土師質土器郭。3は土師質土器甕。4は紡

錘車軸か。時期は県史奈良平安Ⅷ期 (1lc前半)と し

てお く。

16号竪穴 遺物 (第 24図、図版 5)

1・ 2は土師器郭。3は須恵器郭底部。4は土師器

小形奏。5は土師器ロクロ甕で、ロクロ調整の上にハ

ケメをもつ。5の奏は 9世紀前半以前 と思われるが、

竪穴の時期は 1・ 2が示す 11世紀前半であろう。

18号竪穴 遺物 (第 25図、図版 5)

1は須恵器蓋。2は土師器鉢。3は土師器甕。時期

は 1号竪穴と同じ頃で、6世紀末から7世紀初頭か。

19号竪穴 遺物 (第 25図、図版 5)

1は土師器小形奏。2・ 3は鉄製品で、2は刀子。 3

は鏃 2点が重なったものか。時期は定かではないが、

弥生末以降とするにとどめる。

上坑 遺物 (第 25。 26図 )

1号土坑 (第 25図 )1は 土師器郭で、深身、内外

面にヘラ磨 きをもつ古手 (8世紀中)の 甲斐型土器。

2号土坑 (第 25図)1は縄文土器深鉢胴部。5号土坑

(第 25図)1は拾沢式土器胴部。6号土坑 1(第 25図 )

は大形磨 り石。7号土坑 (第 25図、図版)1は格沢式

土器口縁部。8号土坑 (第 26図、図版 5)1～ 3は ま

とまって出土 した土師質土器で、1・ 2は杯、3は高台

郭。県史奈良平安Ⅷ期 (1lc前半)か。9号土坑 (第

26図、図版 5)1は 格沢式上器片。2は古代以降の凹

-10-



み石。11号土坑 (第 26図、図版 5)1は 堀之内 1式

期の深鉢で、無文口縁部は短 く折れ、起点文の上では

小波状 となる。頚部は括れ、胴部は推定 5単位の 8の

字状貼付文を中心とする沈線文が展開する。充填縄文

はない。13号土坑 (第 26・ 27図、図版 5)1は土偶

で頭部・脚部を欠 く。腕を横に広げた胴部を中心 とし

た破片で、腹部に陰刻文をもつ。板状で出尻出ない点

に特徴があり、典型的な拾沢式期の上偶よりも古相を

呈す。3は土坑内円礫直上出土の拾沢式 3段階～新道

式 1段階の角押文を多用する深鉢。2は叩石。

ピッ ト 遺物 (第 27・ 28図 )

8号ピット (第27図)1は後期堀之内式期の深鉢片。

35号 ピッ ト (第 27図 )1は 中期後半、加曽利 E式期

の胴部片。40号 ピット (第27図)1は 弥生 ?の深鉢

底部。43号 ピッ ト (第27図)1は 無文深鉢。2は 加

曽利 E式あるいは大木系の縄文地文の土器。3は曽利

V式期の X把手付 とみ られる深鉢で、ハの字文をも

つ。44号 ピット (第27図)1は 中期末、曽利Vc式か

と思われる深鉢。2も 同時期で、区画文がない。49号

ピット (第27図)1は縄文中期後半 とみられる無文深

鉢。50号 ピット (第27図)1は縄文地文上に半裁竹管

文をもつ諸磯 b式土器。66号 ピット (第 27図 )1は
弥生 ?の無文壼。80号 ピット (第27図)1は蛇行条線

文が縦位施文された深鉢。85号 ピット (第27図)1は

灰釉陶器皿高台部で、意図的な割れ口を示す。転用硯

の可能性がある。96号 ピット (第 27図)1は 曽利Vb
式期頃の深鉢で、ハの字文は鋭角で弱い。2は羽状縄

文をもつ土器。101号 ピット (第 27図 )1は分銅形に

近い打製石斧。115号 ピット (第27図 )1は小形浅鉢

で、ミニチュア土器としてお く。116号 ピット(第27図 )

1は縄文をもつ土器片。117号 ピット (第28図、図版

5)1は 格沢式深鉢で、日縁部に横位文様帯 3段 を設

け、角押文を施文 し、胴部下半はクランク状の隆線 と

する。2も 格沢式土器。3は指頭痕をもつ深鉢底部。4

は打製石斧、5は横刃形石器。118号 ピット(第28図 )1・

2は角押文をもつ格沢式 1段階の深鉢片。

清 遺物 (第 28図 )

1号溝 (第 28図 )1は 無文土器。2は 諸磯 b式。4

は中期初頭、五領ヶ台新段階。5は 中期末、加曽利 E

Ⅳ式。7は弥生後期甕。縄文前期から弥生後期の遺物

がみられるが、溝の時期は古代以降であろう。 2号溝

(第 28図 )1・ 2は無文口縁で、後期深鉢であろう。3

は 2本の低隆帯をもつ深鉢胴部で、中期末か。 3号溝

(第 28図)1は弥生 ?奏底部。

谷 遺物 (第 29図 )

1号谷 (第 29図)1,2は古墳時代土師器郭。3は須

恵器杯。4は平安末、土師質土器郭か。5は奏底部。6

は底部に孔をもつ甑。7は磨 り石。1の内湾する杯、2

の開いた屈曲口縁の郭から県史古墳 XI期 (7c2/4)。

2号谷 (第 29,30図 、図版 5)では縄文時代後期、堀

之内式期の無文土器を主とした小破片が多 く出土 し、

接合 したところい くつかの個体が存在することがわ

かった。1・ 2・ 4は無文深鉢で、 1に は口唇部にわず

かに沈線 1本が横定 し、刺突文をもつ小突起が付 く。

頚部が強 く括れ、口縁部が大 きく開き、器面のナデは

粗い。2も 1と 類似 した器形で、頚部が括れ外面のナ

デはやや粗い。3は 口縁部で、横位の隆線上に8の字

状只占付文をもつ。4は無文深鉢口縁部。5は深鉢胴下

半で、沈線文をもつ。6は深鉢底部であろう。7は打

斧片。堀之内 1式新段階の時期であろう。

畝 遺物 (第 30図 )

2号畝 (第 30図)1は古墳時代の甕か。3号畝 (第

30図)1は古墳時代の郭で、1号谷と同時期 といえる。

遺構外 遺物 (第 30～ 34図、図版 5)

1～ 10は縄文前期、諸磯 b式土器で、1～ 3は縄文

地文上に半裁竹管文をもつ。6は有子し浅鉢。5。 7は突

起をもつ口縁部片。11～ 15は 中期前半、格沢式土器

で、11は 拾沢新段階で、精円区画内の右、あるいは

左上に付 く円形の只占付文を特徴 とする。次の新道式期

へ継承するモチーフである。17～ 24は 中期末の曽利・

加曽利 E式土器。17は 曽利 V式土器で、4ト レンチ

から横位に出土 した。18は 曽利Ⅳ a式期、19,20は

縄文地文 十低隆帯 となる大木系土器。21は外面に見

慣れないモチーフの沈線文をもつ小形深鉢で、中期末

～後期の小形深鉢 と思われる。22は曽利Va式土器で、

櫛歯ハの字文をもつ。26・ 27は 日縁部に一条の鎖状

隆線 をもつ無文土器群で、縄文晩期末。26は 国縁部

が一部波状になり、隆線 も同調 している。29は 12号

トレンチで縄文前期土器片 とともに出土 したミニチュ

ア土器。底部は上げ底で、接地面付近には刺突列が巡

る。諸磯 b式期のミニチュア土器であろう。30は弥

生甕か。

31～ 36は古墳時代の土師器。39は時期不明ながら

深鉢の甕胴下半。40・ 41は 11世紀前半以降の土師質

土器。42は青磁碗底部で 12・ 13世紀か。44は土偶頭

部と思われるが、日・鼻・口がない。縄文中期後半の

土偶と考えておく。45～ 51は打斧、52はチャート製

石匙で、形態から縄文前期、諸磯式期の所産か。53

は石鏃、54は使用痕のある剥片。55は 凹石、56・ 57

は磨り石。
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第 4章 自然科学分析

第 1節 試料

試料は、縄文時代中期 (格沢式)の竪穴住居跡 (8

号竪穴)の炉、および、6世紀後半～ 7世紀前半の竪

穴住居跡 (1号竪穴)と 9世紀前半の竪穴住居跡 (10

号竪穴)、 11世紀前半の竪穴住居跡 (16号竪穴)の各

竃堆積物の水洗選別により回収された微細植物片 6試

料である。試料の詳細は結果とともに第 2表に示す。

第 2節 分析 方 法

試料を双眼実体顕微鏡下で観察 し、ピンセットを用

いて種実遺体や炭化材 (主に径 4mm以上)を抽出する。

同定は抽出された種実全てを対象とする。なお、分析

時に種実遺体の検出量が少なかったことから、本報告

では微細植物片中の同定可能な炭化材について任意の

数量を抽出し、同定を行つている。

(1)種実

種実遺体を双眼実体顕微鏡下で観察する。現生標本

および石川 (1994)、 中山ほか (2000)等 との対照から、

種類と部位を同定 し、個数を数えて表示する。分析後

は、種実を種類毎に容器に入れて保管する。

(2)炭化材

木口 (横断面)。 柾 目 (放射断面)・ 板 目 (接線断面)

の 3断面の割断面を作製 し、実体顕微鏡および走査型

電子顕微鏡を用いて木材組織の種類や配列を観察 し、

その特徴を現生標本および独立行政法人森林総合研究

所の日本産木材識別データベースと比較 して種類を同

定する。

同定の根拠 となる顕微鏡下での木材組織 の特徴

等 は、 島 地・ 伊 東 (1982)、 Wheeler他 (1998)、

Richter他 (2006)を 、各樹種の木材組織は林 (1991)

や伊東 (1995,1996,1997,1998,1999)を 参考にする。

第 3節 結 果

結果を第 2表に示す。竪穴住居跡 炉および竃試料

からは、種実のほか炭化材、動物遺存体が検出された。

種実は、1号竪穴試料 2試料 (竃 内土 ,竃 3層 )か

ら4個、8号竪穴試料から1個、10号竪穴試料から4個、

16号竪穴試料から 1個が検出された。この他に、炭化

材は、1竪 竃から006g、 1竪 竃内から001g未満、1

竪 竃 3層から■05g、 8竪 炉内から007g、 10竪 竃か

ら044g、 16竪 竃から029g検出された。動物遺存体は、

1号竪穴 (1竪 竃 3層 )と 10号竪穴の 2試料から検

出された。

(1)種実

竃試料から検出された種実 10個 からは、炭化 した

栽培種のイネ、オオムギ、コムギの胚乳と、草本のイ

ネ科、カヤツリグサ属、タデ属が確認された。以下に、

各遺構の種実の検出状況を記す。

'1号竪穴

1竪 竃内か ら草本のカヤツリグサ属の果実 1個、

タデ属の果実 1個、1竪 竃 3層 か ら炭化 した栽培種

のオオムギの胚乳 1個、炭化 した草本のイネ科の胚乳

1個が検出された。

・8号竪穴

炭化 した種類不明の種実の破片 1個が検出された。

。10号竪穴

炭化 した栽培種のイネの胚乳 3個、炭化 した栽培種

のコムギの胚乳 1個が検出された。

・16号竪穴

炭化 した栽培種のイネの胚乳 1個が認められた。

以下に、各分類群の形態的特徴等を記す。

・イネ (0り効 dα

"ッ

,L) イネ季|イ ネ属

胚乳が検出された。炭化 してお り黒色。長さ4 4 5mm、

幅 2.5-3mm、 厚 さ 1 5mm程度のやや偏平な長楕円体で基

部一端に胚が脱落 した斜切形の凹部がある。胚乳表面

はやや平滑で、23本の隆条が縦列する。

・オオムギ (河οガ勁脇ッ,rg9κ L)イ ネ科オオムギ属

胚乳の破片が検出された。炭化 してお り黒色。完形

ならば長さ45-6 5mm、 径 30-4 0mm程度のやや偏平な紡

錘状長楕円体で両端は尖る。腹面は正中線上にやや太

く深い縦溝があり、背面は基部正中線上に胚の痕跡が

あり丸 く窪む。胚乳表面には微細な縦筋がある。破片

は長さ 3 7mm、 径 3 5mm程度で両端を久損する。

・コムギ (T/・力た″脇α斜わクηL.) イネ科コムギ属

胚乳の破片が検出された。炭化 してお り黒色。完形

ならば長さ 35-4mm、 径 25-3mm程 度の楕円体。腹面は

正中線上にやや太 く深い縦溝があ り、背面は基部正中

線上に胚の痕跡があり丸 く窪む。胚乳表面は粗面でや

や発泡 している。破片は長さ 2.7mm、 径 2,7mm程度で頂

部を欠損する。

・イネ科 (Gramineae)

胚乳が検出された。炭化 してお り黒色、長さ 1 5mm、

径 0 7mm程度のやや偏平な長楕円体。背面は丸みがあ

り、基部正中線上には胚の痕跡が径 0 3mm程度の精円

状に窪む。腹面は偏平。胚乳表面は粗面で、微細な縦

筋がある。
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第 2表 微細物分析結果

遺構名 試料名
土壊量

(k富 )

分析量

(宜 )

種類

(個 教 )

重量

(富 )

最大径

(mm)
分類群・部位 (個 数)

1号堅穴

1⊆と 目三 27 0 26 炭イビ材
1竪 電内土 14 0 11 種実 (2) 14 カヤツリグサ属 果実

〈0 0 22 タデ屈 果実
炭化材 (2) 〈0 0 45

1竪 雷3層 83 種実 (2 〈0 0 37 オオムギ 炭化胚乳 (破片)

〈0 0 15 イネ科 炭化胚乳 (完形 )

炭化材 1 05 140 コナラ属コナラ亜属クヌギ節
コナラ属コナラ亜属コナラ飾

カエデ属
イネ科

動物遺存体 焼骨 (破片 10) 45

8号竪穴
8竪 炉 内 61 0 51 種実 (1) 30 小明 炭 イヒ(IIE片 )

炭化材 60 コナラ属コナラ亜属コナラ節

10号竪穴

10堅 竃 88 種 冥 (4) 0 02 42 イネ 炭化胚乳 (完形3)

27 コムギ 炭イ陀胚詔 (破片1)

天 化 材 0 44 180 コナラ属コナラ亜属クヌギ節
コナラ属コナラ亜属コナラ節
エ ノキ属

動物遺存体 焼骨 (破片1) 22

16号竪穴

16竪竃 種実 (1) 40 イネ 炭イヒ胚引 (キ形 )

災化 材 75 モ ミ属
コナラ属コナラ亜属クヌギ節
コナラ属コナラ亜属コナラ節

・カヤツリグサ属 に″?′クd) カヤツリグサ科

果実が検出された。黒褐色、長さ 1,4mm、 径 0 5mm程

度の三稜状狭倒卵体。頂部は尖 り、基部は切形。果皮

表面には微小な尻状突起が密布する。

・タデ属 (島ゥ臣ヵク脇) タデ科

果実が検出された。黒掲色、長さ 2 2mm、 径 1,7mm程

度のレンズ状広卵体。頂部は尖 り、基部は切形。果皮

表面は粗面で灰褐色の花被が残る。

(2)炭化材

竪穴住居跡の炉およびカマ ド試料から検出された炭

化材は、針葉樹 1分類群 (モ ミ属)、 広葉樹 4分類群 (コ

ナラ属ヨナラ亜属クヌギ節・コナラ属ヨナラ亜属ヨナ

ラ節 。エノキ属・カエデ属)と イネ科に同定された。

以下に、各分類群の解剖学的特徴等を記す。

・モミ属 似b溢) マツ科

試料はいずれも年輪界で割れている。軸方向組織は

仮道管のみで構成される。仮道管の早材部から晩材部

への移行は比較的緩やかで、晩材部の幅は狭い。放射

組織は柔細胞のみで構成される。柔細胞壁は粗 く、垂

直壁にはじゅず状の肥厚が認め られる。分野壁孔は

スギ型で 1分野に 1～ 4個。放射組織は単列、1～ 20

細胞高。

・コナラ属 コナラ亜属 クヌギ節 (2クθ′εクssん gθ刀

2クθκクS Sett ttrrね ) ブナ科

試料は晩材部のみで、早材部が観察できない。道管

は単独で放射方向に配列 し、年輪界に向かって径を漸

減させる。道管は単穿孔を有 し、壁孔は交互状に配列

する。放射組織は同性、単列、1-20細胞高のものと複

合放射組織 とがある。晩材部の道管配列だけをみると

アカガシ亜属にも似ているが、道管径が小さいことか

ら、クヌギ節に同定 した。

・コナラ属 コナラ亜属 ヨナラ節 (2″θrεク∫d"うg?η

2ク?κクS Sect.Pr,η Dvs) ブナ科

試料は晩材部のみで、早材部は観察できない。道管

は漸減 しながら火炎状に配列する。道管は単穿孔を有

し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、

120細胞高のものと複合放射組織 とがある。

・エノキ属 (働′施) ニレ科

環孔材で、孔圏部は 1-3列 、孔圏外で急激に管径を

減 じたのち、塊状に複合 し接線・斜方向に配列 し、年

輪界に向かって径を漸減させる。道管は単穿子とを有 し、

壁子しは交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認

められる。放射組織は異性、1-6細胞幅、1-50細胞高

で鞘細胞が認められる。

・カエデ属 似じ9r) カエデ科

散孔材で、管壁は薄 く、横断面では角張つた楕円形、

単独および 2-3個が複合 して散在 し、年輪界に向かっ

て管径を漸減させる。道管は単穿孔を有 し、壁了しは対

列～交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認められる。

放射組織は同性、1-3細胞幅、1-30細胞高。木繊維が

木口面において不規則な紋様をなす。

・イネ科 (Gramineae)

試料は、肉眼観察では板状を呈する。横断面では、

中央に空壁が見られ、本来は中空の円筒形をしていた

ことが推定される。横断面では維管東が柔組織中に散

在 し、不斉中心柱をなす。放射組織は認められない。
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第 4節 考 察

縄文時代中期および古墳時代後期～古代の各竪穴住

居跡の炉および竃から回収された微細植物片からは、

種実と炭化材、動物遺存体が検出された。

古墳時代後期～古代の竪穴住居跡竃試料から検出さ

れた種実遺体群のうち栽培種は、イネが 10号竪穴と

16号竪穴、オオムギが 1号竪穴、コムギが 10号竪穴

より確認された。いずれも胚乳が食用される主要な植

物質食糧の可食部であったことから、当時利用された

穀類 と考えられる。一方、1号竪穴の竃試料より検出

された草本のイネ科やカヤツリグサ属、タデ属などは、

調査区周辺に普通に生育 していたと考えられる種類で

ある。

また、炉および竃試料の炭化材からは、針葉樹のモ

ミ属 と落葉広葉樹のクヌギ節・コナラ節 。
■ノキ属・

カエデ属、さらにイネ科が確認された。l号 。10号・

16号竪穴の竃試料では、複数の分類群が確認 された

が、いずれもクヌギ節・コナラ節が認められ、この他

にモミ属やカエデ属、イネ科が混 じる。それぞれ遺構

の年代は異なるが、燃料材はクヌギ節・コナラ節など

を主体 とする種類構成であつたと推定される。クヌギ

節 とコナラ節は、二次林 (雑木林)の主構成種であり、

現在の本地域では比較的一般的な樹木である。いずれ

も木材は重硬で強度が高 く、薪炭材 としては国産材の

中でも優良な部類に入る。カエデ属 もクヌギ節やコナ

ラ節 と共に生育する種類が含まれ、木材は比較的重硬

で強度が高い。エノキ属は、自然堤防止等に生育 し、

木材の強度は中程度である。モミ属は、扇状地や山地

斜面に普通に見られる針葉樹で、本材は軽軟な部類に

入るが、木理が通直で割裂性が高 く、加工が容易であ

る。いずれも遺跡周辺に生育する種類であることから、

周辺で入手可能な木材を利用 したと考えられる。縄文

時代中期 とされる 8号竪穴 炉からもコナラ節が確認

されたことから、周辺の二次林に生育 した樹木を利用

したと考えられる。

〔引用文献】
林 昭三 ,1991,日 本産木材 顕微鏡写真集 京都大学木質科学研

究所
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員会 ,328p
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料 ,31,京都大学木質科学研究所 ,81-181

伊東隆夫 ,1996,日 本産広葉樹材の解剖学的記載 H木材研究・資

料 ,32,京都大学木質科学研究所 66176

伊東隆夫 ,1997,日 本産広葉樹材の解剖学的記載 HI木材研究・資

料 ,33,京都大学本質科学研究所 ,83-201

伊東隆夫 ,1998,日 本産広葉樹材の解剖学的記載 IV木材研究・資

料 ,34,京都大学木質科学研究所 ,30166

伊東隆夫 ,1999,日 本産広葉樹材の解剖学的記載 V木材研究・資
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中山至大・井之口希秀・南谷忠志 ,2000,日 本植物種子図鑑 東北

大学出版会 ,642p

Richter H G,GrOsser D,Heinz l and Gasson P E (編 ),2006,針

葉樹材の識別 IAWAに よる光学顕微鏡的特徴 リス ト 伊

東隆夫・藤井智之・佐野雄三・安部 久・内海 泰弘 (日

本語版監修),海青社 ,70p[Richter H G,Grosser D,Hdnz I
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房U IAWAに よる光学顕微鏡的特徴リス ト 伊東隆夫・藤

井智之・佐伯 浩 (日 本語版監修),海青社 ,122p[Wheeler
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緯
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灘
粋
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Iモ ミ属(16竪 :電 )

2コ ナラ属ヨナラ亜属クヌギ飾 (1竪 ,電 3層 )

3コ ナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節 (1竪 :篭 3層 )

4エ ノキ属 (10堅 i電 )

5カエデ属 (1竪 ,電 8層 )

a:木 日,b:柾 日,c:板 日
6イ ネ科(1竪 ;竃 3層 )横断面

写真 1 炭化材顕微鏡写真

‐‐‐‐‐■ P00μ m 2 3a

200 μ m118,2-3b,c

100μ  m11め ,c

-200 

μ m:4-53,6

200/m:4-5b,c

■
一
一雛

５

韻

４ｂ

％

４ａ

¨

1イ ネ 胚乳 (10竪 ,電 )

3コ ムギ 胚平L(10竪 ,竃 )

5カヤツリグサ属 果実(1竪 ,電 内土)

2mm             2mm

ー
(1-3)           (4-6)

2オオムギ 胚乳 (1竪 ,電 3層 )

4イ ネ科 胚乳 (1竪 :奄 3層 )

6タ デ属 果 実 (1竪 ,篭 内 ■)

写真 2 炭化種実顕微鏡写真
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第 5章 総 括

第 1節 遺構 の変遷

本遺跡からは縄文時代前期から平安時代末までの竪

穴住居、土坑、ピットなどが検出し、中世前期の遺物

も存在するなど、断続的ではあるが長期にわたる集落

としての土地利用の経緯が確認できた。ここでは縄文

前期、中期、後期、古墳時代後期、平安時代という時

代区分に沿って、各時代の集落としてのあり方を再確

認する。

縄文時代前期 (諸磯式期)

調査区北西、12号 トレンチ北半内の 1号溝付近よ

りやや多くの破片が出土したほか、13号 トレンチ南、

5号竪穴直下の 13号竪穴が諸磯式期の竪穴と考えら

れる。この時期に、塩川河岸段丘底位面での集落跡は

ほとんどなく、前期末、十三菩提式期になって宮ノ前

遺跡などで竪穴住居を伴う集落が出現する。十三菩提

期をさかのぼる時期に微高地上に居住域が出現したこ

とを示す事例であり、前期後半での塩川流域の安定化、

居住域としての利用の開始を示唆するとともに、藤井

平の中でもとくに本遺跡周辺の微高地付近が居住域と

してより安定的であつたことを物語る。

縄支時代中期 (格沢式期)

拾沢式期になると、藤井平に多くの遺跡が出現する

ことは志村滝蔵氏の調査以来知られ、付近では三宮地

遺跡 (文化会館西側)で炉体土器を伴う住居 1軒が検

出されている。今回の調査区では南端で竪穴住居 1軒

(8号竪穴)、 やや離れて 13号土坑が存在する。また8

号竪穴そばには3号集石があり、時期は不祥ながら位

置関係から格沢式期の可能性がある。8号竪穴周辺は

部分的な調査に留まり、集落としてのあり方は不明と

いわざるをえない。推測になるが、南北に細長い微高

地上に数軒単位からなるごく小規模なあり方を呈して

いたのであろう。この時期では通常、小河川に近い台

地上に立地することが多いが、河川に面した低位段丘

面でどのような生業活動が行われたのか興味がある。

8号竪穴では床面までが深くなっているが、地下水位

が既にそれ以上に下がっていたことが推測でき、塩川

の下刻化、微高地面の安定化が伺える。本期以降では、

中期後半曽利V式の段階までの間、遺構 。遺物ともに

ほとんど見られない空白期となる。

縄文後期 (堀之内式期)

後期前半、3号 トレンチの北東隅 (2号谷)で、堀

之内式期の土器片を多量に含む包含層が見つかり、調

査区境に土坑 1基 (11号土坑)が検出された。包含

層では最下層にごく浅い溝状の落ち込みがあつたが、

遺構の性格は不明である。11号土坑は小竪穴状 を呈

し、土坑内からは確実な柱穴は見つかつていないもの

の、規模的には竪穴住居にふさわ しい。この後期包

含層は、調査区北側への広が りが想定できるが、5号

竪穴とした敷石遺構は、中期末から後期前半の敷石住

居にともなうものと考えられる。土器が明確に伴わな

かったことから時期は不明ではあったが、後期前半の

可能性が高い。宮ノ前遺跡には敷石住居と考えられる

竪穴 3軒があるほか、後田遺跡では堀之内 2式期の有

脚立像タイプのいわゆる板面土偶が出土するなど、こ

の付近一帯には後期 (称名寺～堀之内式期)集落が広

く分布する。

縄文晩期末 (弥生前期)

調査区南西隅、15号 トレンチ内でやや大形の破片

が出土している。波状口縁深鉢形土器と平縁壺形土器

で、両者とも胴部は無文、口縁部に押圧隆帯を貼付す

る。晩期後半、突帯文系土器群中の東海地方の五貫森

式土器に類似性がある。近くでは三宮地遺跡で野外配

石が見つかり、深鉢を半裁した土器片で覆つた配石土

坑をはじめとする土坑墓群が検出されたことから、本

調査区西方に晩期遺構群が密に分布する可能性が強

い。また晩期～弥生前期にかけて藤井平には土器棺形

態の墓坑があるほか、宮ノ前遺跡では弥生前期の水田

跡が発見され、住居はみつかっていないものの墓域・

水田域を伴う居住域が想定できる。この段階で水田耕

作にふさわしい段丘低位面が本格的に開発着手された

のであろう。

弥生時代後期

2号竪穴 1軒のみで、後期と考えられる。周辺では

市教委による調査で多数の竪穴が見つかっていること

から、そうした集落域の広がりの一角とみられる。

古墳時代後期

古墳時代後期の竪穴住居は確実な事例として 1・ 18

号竪穴の2軒である。1号竪穴は東竃、18号竪穴は未

確定ではあるが北竃と、竃の方向は異なるものの、と

もに主軸方向はやや西に偏向した向きとなり、共通性

がある。ただ、奈良時代までは北竃が一般的なので、

1号竪穴の東竃は珍しい。また、柱穴が 2本あり、未

調査区に2本、計 4本柱穴を想定できる点については

古墳時代の通常のあり方と考えられる。1号 トレンチ

内、1谷内には畝状遺構があり、古墳時代の土器片が

出土していることから、本時期の畑遺構とみたい。や
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や西に傾いた地形の中で東西方向にほぼ平行に通る 3

本の畝の方向は、本時期の竪穴方向に似る。

平安時代

9世紀代の竪穴として10号竪穴があ り、ロクロ甕が

出土 している。それ以外の竪穴では遺物量が僅少で、

時期が判然としないものの、10号竪穴の主軸方向を参

考にすると 4・ 9。 ■・12・ 19号 竪穴がいずれ も磁北

に近い方向を示すことから、9世紀前後の時期 と推定

してお く。1号溝は、溝に伴 う時期判別資料が図化 さ

れていないが、主軸方向がほぼ磁北方向となることか

ら、9世紀前後の溝 と考えておきたい。北端は 1谷内

で確認できていないが、2・ 12号 トレンチ内では直線

的につながるとみられ、土地区画溝、あるいは水田ヘ

の導水路かと考えられる。平安時代末とみられるのが

14～ 16号竪穴で、16号竪穴では南東隅にコーナー亀

があるらしい。竪穴は浅 く、周溝等の構築が貧弱で、

4号竪穴等 とは対照的である。本調査区南東側に集中

するように見受けられる。7号 トレンチ北側の 14号

土坑北で確認 された床面範囲 (17号竪穴)も 掘 り込

みがなく、確認面は地表から浅いことから、平安時代

末の竪穴床面の可能性がある。この段階では再びやや

西に偏向した主軸方向となる。

そのほか、特徴的な遺構に袋状土坑がある。7号土

坑、96号 ピットの 2か所で、7号土坑からは縄文中期、

格沢式期の上器片が出土 していることから、中期の屋

外貯蔵穴の可能性 も考えられるものの、長野・山梨県

域には屋タト貯蔵穴は希薄とされる。晩期末～弥生前期

には屋外フラスコ状土坑が顕著で、韮崎市看之坪遺跡

などに集中的な分布をみることができるが、形態的に

それらとは異なるようである。本遺跡で土器が出土 し

ている時期のうち、弥生以前のいずれかであろうが、

ここでは中期格沢式期の可能性が高いと推定するに留

めたい。

本遺跡ではこのように長期にわたりい くつかの段階

に居住域 としての土地利用が見られるほか、古墳時代

には畑地として、平安時代には溝を設置するなど、耕

作地を取 り込んだ集落のあり方を垣間見ることができ

る。

第 2節 藤井平の縄文時代集落の変遷

今回の調査区内からは、縄文時代中期前半の格沢式

期の竪穴 1軒 (8号竪穴)が検出された。浅鉢を炉体

土器に転用 した炉をもつ推定 6本柱の竪穴住居で、藤

井平地域では、三宮地遺跡に次いで 2例 目の住居跡と

なった。そこで藤井平地域における縄文時代の状況に

ついて整理 し、河川 に面 した低位面 での居住活動 のあ

り方、塩川 との関連性 を考 えてみたい。

藤井平 で は本遺跡 を含 めて これ まで 28か所 以上 で

本調査 が行 われ、12か所 で縄 文 時代 の遺構 ・遺物 が

確認 されてい る。中本 田遺跡、堂 の前遺跡 、山影遺跡、

上本 田遺跡、前 田遺跡、後 田第 2遺跡 、北後 田遺跡 、

後 田堂 ノ前遺跡 、後 田遺跡 、三宮地遺跡、宮 ノ前遺跡 、

中道遺跡 であ る。時期 的な変遷 は次の とお りであ る (括

弧内は遺構 内外 を問わず土器が 出土 した遺跡 )。

諸磯 b(上本田・後田第 2・ 宮ノ前・後日堂ノ前)一上本田 。

後田堂ノ前で竪穴各 1

諸磯 c(上本田 宮ノ前)

十三菩提 (上本田・宮ノ前)一宮ノ前で竪穴 1・ 土坑 1

五領ヶ台 (山 影・前田・北後田)一山影で焼人骨を伴う配石土

坑 1、 北後田で土坑 1

格沢 (後田 堂ノ前・三宮地)一竪穴各 1

新道 (後田)一埋甕

曽利 I(後日)一埋甕

曽利Ⅱ (北後田)一竪穴 1

曽利Ⅲ (後日堂ノ前)

曽利Ⅳ (後田第 2・ 北後田・後田・宮ノ前)一北後田で竪穴 4、

後田で竪穴 3

曽利V(中 本田・上本田・後田第 2・ 北後田・後田・宮ノ前)

‐北後田で竪穴 4、 後田で竪穴 1、 宮ノ前で竪穴 1・ 埋甕

称名寺 (中本田、宮ノ前)一宮ノ前で竪穴 1

堀之内 1(中 本田・宮ノ前)一宮ノ前で敷石 2

堀之内2(中本田・後田堂ノ前・後田)

加曽利 B(前田・後田)

晩期前半 (宮ノ前)

晩期後半 (中 道・中本田・堂の前・前田・三宮地・宮ノ前)一
中道で竪穴 1、 宮ノ前で土坑 1

このように藤井平では、縄文前期諸磯 b式期以降、

晩期末まで断続的、短期的な集落が営まれている。竪

穴住居 (敷石住居を含む)が認められるのは諸磯 b・

十三菩提・格沢・曽利Ⅱ・Ⅳ・V・ 堀之内・晩期末で、

その頃居住域 として安定化 したことがわかる。中でも

曽利Ⅳ oV式には北後田・後田遺跡で竪穴の連続性が

あり、周辺地域同様に定住性の高まりが伺える。井戸

尻～曽利 I式期に定住性が弱い点に関しては、台地面

への指向が高まる時期 と考えられることから、低地面

での居住痕跡は少ないのであろう。逆に十三菩提式で

は台地面に遺跡が少ないことから、低地面への指向性

が高まったのではないか。中期末から後期前半では台

地面の利用は減少 し、台地斜面から低地にかけて居住

域する事例が多いことから、生業 との関わりで居住域

が大 きく変化 した可能性がある。こうした集落立地の

変化は石器などの出土遺物の構成比との連動性が想定

できるが、良好な検討材料に乏 しく、また十分な検討

も行っていない。

竪穴が単発的で連続性に乏 しいのは、長期滞在に適

さなかったためと考えられ、水辺に面 した一時的な居
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第 3表 藤井平の遺跡群

淳碩 内   容 年

本 田 構 な しω 曽ネЩV・ 称 ～堀 ノ内 2・ 晩期 後 半 ～末ハ 称名 寺 が 目立つ 〔田・ 堂 の言

の 前 構 外 よ り堀 之 内 2・ 晩期 後 半 ～ 隣期 がや や 多 い の 言水 FF

!ξ詩タ 人 に伴 う配石土坑 (1廿土坑 ) ヶ台 式期 ハ 山 影

上本 田 7号住 (円 形、諸磯 b～十三菩提式期)1軒。遺構外には諸磯 b・ 五領ヶ台・曽利V
あ り _

上本 田

前 田 構 外 よ り五領 ヶ 加 曽利 EⅣ 、加 曽利 Bl、 晩 期 末 土器 片 出土ω 田

田第 2 卜よ り諸磯 b、 格 沢 、 曽利 Ⅳ ～ V、 加 曽赤 Eあ リハ 金田第2

1ヒ後 田 五領 ヶ台式期土坑 1、 曽利 Ⅱl軒、曽利Ⅳ4軒 uV4軒 田

陵 田堂 ノ 騰状凹地より堀之内2、 遺構外 より曽利Ⅲ・ V・ 堀之内 1 隆田堂 ノ信 1997

後 日 曽利Ⅳ3軒、曽利 Vl軒、

多い。遺構外には藤内・

リハ

1号配石下より新道・曽利 I・ 曽利Ⅳ・ Vの 野外埋甕やや

曽利Ⅳ 。堀之内 2・ 加曽利Bあ り。堀之内 2の 中空土偶あ
後 田

=g f41t 沢式 期 の事 穴 1^配石 1 i己 冤5 モ8、 土坑 3ぅ 配石土坑の多 くは晩嘉 =宙 141j

菖 ノ前 393号住 (十三菩提 ?)、 408号住 (堀 之内1?)、 417号住 (加 曽利EⅣ～称拓寺)、

421号住 (曽 利Vb)、 単独埋甕 (加 曽利EⅣ )、 土坑 (十二菩提、晩期末)、 遺構外
(諸磯b・ c、 曽利Ⅳ・V・ 堀之内 1・ 堀之内 2・ 晩期前半～末)、 晩期末多い。

ロノ前

L期 末竪穴 1 日・下木戸・中迫

住地としての土地利用が縄文時代を通して主として行

われたのであろう。

晩期末では、続 く宮ノ前遺跡の弥生前期の水田出現

との関連性が考えられ、低地面での稲作受容に先立つ

なんらかの農耕的な土地利用を想定することができ、

居住域として積極的な利用が行われたことが窺える。

第 3節 3号 集石 の分析

3号集石は直径 12m、 深さ30cm余 りの円形土坑で、

内部には上層を中心として、直径 90cmの 範囲に 140

個の礫からなる集石が存在した。礫のすべてに何らか

の被熱痕などがあったことから、屋外集石炉と考えら

れる。集石は平面 。断面図を作図したのち、一括で取

り上げたため、個々の礫の出土位置などは把握してい

ない。礫の重量、大きさに関するデータは図 5の とお

りであるが、ここではそのデータを整理し、周辺遺跡

のデータとの比較を行いたい。

礫は140個 、総重量 99 27kg、 平均重量 710gで あ

る。100g単位での個数は200～ 800gが多 く、中で

も500gを ピークとして 400～ 500gが非常に多い。

lkgを 越える礫は少なく、とくに 1 5kgを越えるとほと

んどない状況となる。

長軸長の大きさ (lcm単位)で個数を数えると、6

～ 10cmの 範囲で 9cm大 をピークとし、9～ 12cm大が非

常に多いことがわかる。

石材は140個 中、安山岩 111個 (79%)、 砂岩 23個

(160/O)、 花商岩 6個 (4%)で、安山岩を主とする。

これらの石材は塩川流域には普通に存在するものであ

るが、安山岩を意図的に選択した傾向が伺える。

表面の剥離、欠損が認められる礫は 33個 (240/O)

存在する。これらは非安山岩礫 (砂岩・花筒岩)を 主

とし、砂岩・花商岩の比率にほぼ対応 している。安

山岩でない礫は被熱によつて破損 しやすいことがわか

る。

本遺跡例 との比較事例 として、北杜市高根町社口遺

跡の 4基の集石炉を取 り上げる。社口遺跡 381・ 382・

390。 398号 ピットで、398号 ピットの炭化物年代測定

では4,470± 120BPと いう結果が得られ、曽利 I式期

頃の所産と推測されている。社口遺跡例ではピット底

面に平石を組み合わせた配石があつたが、本遺跡例に

は存在しない。また社口遺跡では礫が非常に強い熱の

ため表面が発泡状態となったものが多く認められてい

るが、本遺跡にはそうした例はない。したがつて、時

期、構造、特徴は同一ではないものの、屋外炉という

点で礫の構成比を比較したい。

石材については社口遺跡の報告中には記載がない

が、安山岩を主とする点で共通する。個数は398号 ピッ

トで 231個、139 3kgで あるが、覆土中位に配石があ

ることから、集石炉の作 り替えが行われていて、2基

分の礫を合計した数となっている。ほかの3基のビッ

トは 5～ 55個 と少なく、礫を取 り出した状態と推測

できよう。398号 ピットでは、大きさ8～ 12cm、 重さ

300～ 600gを主とし、おおむね本遺跡例と合致した

特徴をもつ。被熱状況については8割以上に欠損があ

り、黒変礫 9割、発泡礫も約半数に及ぶ。安山岩でも

加熱温度が高いと見られることから、本遺跡例よりも

激しく破損している様子が伺える。

社口遺跡例とは時期・構造が同じではなく、礫の数

も異なっているが、礫の大きさの傾向は同じであり、

したがって重量も同じような分布傾向を示すことがわ

かった。土坑下部の配石の機能、時期などを検討する

必要もあるが、ここでは礫の大きさに共通性があるこ

とを指摘するにとどめ、機会を改めて検討したい。
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第 4表 土器類観察表

胎上 (RA多 ～D無 ,

鉱物 岩石名 )

き 肖1り /磨 き/

肖1り '孵 き/ナ

孔は外か ら中

あり (削 り時の擦痕と
142)/101/

791 793・ 600 同 ―(331 382

(28 0)/― /―

1162・ 1165範 1584寵 1585'寵

ナブ/ナデ/付 高台

突・刻み/ナ デ/サ
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占
小

種 別 器種 口/底/高 cm 士 形 外/内 /庶
色調 外 /

内
胎 1,(モ A多～D無 ,

鉱杉 ,岩布名)

残存

4:
焼 fJk ra記

備 考

町 ]竺竹  允 深 /暗 き [い貢 長 赤・ Tl・ テ 要

疋¬樹阿器 平 玄 /(7 6)ノ 1/L込 み部摩ltか 周縁桐

電文 深 鉢 lEい fk C テ  角やや 多 やや以

毘文 毘文/ナデ/

lL文 htX Hヨ 玲押  4帯 /ナデ/ 岱 士沢式  外 面薄 く黒変

fE文 深 鉢 砲文 中 旨赤働/1哲

8
長 多 やや硬

見文  竹管 /ナデ/ 屯い貢偶′

4・ 文甲 危繰  隆解 ナデ/

電文 流線・ ナデ /ナ
デ/―

長 石 雲

側文 深 鉢 冤文中 旨隊 貢 /1F やや軟

隠 文 篭文中 オデ/ナデノ 囁面 にマ メ状圧痕

オデ・低 隆帯  沈線 / 此い黄橙 / 長

ケヽメ・向1り /ナテ/ IItい橙/範
ぃ苦オlk

長・角・ デ 要

オテ・ 踏 き/ナア 磨 黎橙 長  円礫

須 忠 η η灰/灰 蒙
む

長 トレ1溝 9ワ

悟赤指 /黒 赤 長・石 更

囁 古娯 ? トレ1離 I05

健 文 覺文後 を線 刺突 ナデ/ナ
デ/―

やや破

同一 (1204

1356  1374)
谷

「
d文 朱鉢 い橙 /貢

鍋  石

やや硬

演 鉢 電文後 卜面 ヨゲ付 着

縄 ヌ 電ズ 後 ナテ 削 り/ナデ / PItい黄橙

電文 朱鉢 電文後 /11 0/― 旺赤Tt1/り , 衰部外面灰付着 堀之内

JL文 電ズ 後 ナデ/ナ デ/ナ デ 底郡外面灰 ll猪

鈍い赤掲

見文 前 篭X'竹管 刻み/サ
デ/―

ボiL

蛇文 前 学線 文 す刻み /ナテ/ 町禍 /黒偶 訴限 b式

咀 壁 文 電文 前 喘付 縄 文 町禍 /1音 惜 ロイ療′1ヽコ支】大

府管  14繰  亥1み 。

コ/ナ デ/

暗橙 /笹 長  花

は 電 文 見芙前 篭文 隆線 /ナデ/サ 底面 に灰 伺 若  内 面単色

亀文 前 一アナ

デ
竹管/ナ デ/ナ チ]赤褐

的引'「そ)爪  刻 み /ナ 長 ブ 角

IE文甲 140/(72)/
服″

ハの字 文/ナデ 侶 (H;外 面啄I司 者 胴外上
H生 黒 亦  "禾 Hvよ |

て栓/1汁 【) B 長大多・ Tl 石

■文 柴鉢 網 文中 C赤 テ '角 更

たlJR 櫛 1■ 人の字/ナ
デ/―

C長 71

遺 軋文 来伊ト I10/躯 ヤ` C 氏 'デ 更
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地点 ?卜 TL
'手

別 国/11k/高 ol 整形 外/内 /底
色 J.R 外/

内

』合土 (見 A多～D烈

鉱物 岩石名)

斯
率

焼 成 注 記 備 考

遺冊外 lL文 壁文 沈線 /ナ テ /台 ′〕赤イ島/暗 合に3つ の透 か し了し 2人

邑柄外 ld文 (394)/一 / 4線・刻み・ ナテ/ナ 帝偶 /赤倒

璧勝 外 朱,ト 母文 I兜 生繰 ・ 刻 み  ナ デ /ナ 更

堅ltl外 託 弥生後 lS O)/一 /― 征 にい偶 Oト レ1582

営Ft外 古墳後 剃り/ナデ ・ 磨 き /白‖ 音襴 /虹 い トレ■22 照部メとほ

巴ll■ 外

亡It外 土 師 !頃後 長大 石  赤 破

xft構外 い生ソ rを 従ハク/ナ デ/ナテ 音橙 /itヽ

登

藍llL外 士 師 ズ
つ

屯い掲/橙 長 '石・ 赤 硬

52つ  同 一 (1514,1519)
ミ部内面オコゲ 底部外

第 5表 土製品他観察表

図 1地点 N引  種別 時期 □/康/嵩rm
整形技法 外/内 /底 色調 外/内 胎土 (A多 ～D無 )

― n不 自
残存革 重 さg 注 記 備 芳

-
中 9 ナデ 沈繰

第 6表 石器類観察表

図 石材

20 1/9 1/4 0 14

17 安山岩 り

昏り石 14 3/8 2/5 0 117 り

!竪
=山

岩 火貢

』石 13 8/7 6/6 2 表異面 2面 に浅い凹み

,竪 ぞ山岩 示 灰 ID房雪り

石皿 39 1/33 5/10 8 嚢面 に凹み

'竪

ぞ山岩 火

含石 39 6/28 4/11 4

,竪 沙岩
'音

力k

lJ斧 11 6/6 5/1 8

〕竪 13 沙質 頁岩

3 8/5 8/1 0 下半欠損

'皇

登 陵州冶器 露岩 音灰

9 2/13 6/3 】
〕電登 17 着 り石 安 山岩 匂灰

り石 141/71/57 安 出岩 寅 筒 長裏 面磨

7/6 6 置面のみ弱 い凹み

1 責山岩 筒 灰 面凹み 周縁 叩

天貢

852 ズ山岩
天貢掲

イサイ ト

天貢褐

3 山岩 明 伺 灰

嘱褐灰

』み2面

l り 石 太 形 こ凹み

2 石 安 山岩 民自 句端 部 ・ 磨ヽ り 募 面 に凹み

27 6 表面 に 自然面 を残 す

1704

111

11 砂 質真岩 H旨歩k

叉
′
撃615

沙岩 刃都摩耗

'事 612

米 '零 613 完 存

暗緑 色疑灰岩

トレ1174 下半欠

チャー ト 黒 褐

即部欠損

黒 H琶石 雫 透 あ り

卜形  1面 のみ凶み

安 山岩 り面

辺 のみ磨 り面 被黙赤

第 7表 金属製品観察表

l lj点 No 種 別 市言cm 重さ営 注 記 備 考

23 〕零 4 107 )9 10

15 4 11 4 ,7 7

欲 13 0 11 10 1569

19竪 骰 38 12 3

-22-



[ここここ]::|
ト

＊

　

　

　

小

′′″
″
″
″
打
″
″

≠

エ

牲r_世■翌生_」唱m

(網 かけ部は礫層露出面)

第 1図 全体図

-23-

〃
〃
″
″
〃
〃
〃
″
り

一
一
　

盛
　
　
　
　
　
　
牡
望
ｒ

キ〒8竪 111ト レ

(!:li::!!:||レ

≠

「

｀
準珀 17ト ル



＼ヽ4__

一 年 一 一 、

＼
＼

＼
、

7 薫活色土 (10YR3/3' 褐色小ブロック・ 小礫含。            1
8 暗掲色土 (10YR3/31 7層 に類似。やや黒味有。

9 黒褐色土 (10YR3/2)11層 に類似。褐色小ブロック多。地山類似。

10 黒褐色土 (10YR3/2)6層 とほぼ同 じ。

11 黒褐色土 (10YR3/2)褐 色上ブロックやや多。礫含。

12 褐色土  (10YR4/4)2竪 覆土中の薄い堆積層。

13 暗褐色土 (10YR3/4)褐 色土ブロック含。 12層 小ブロックやや多。

14黒褐色土 (10YR3/2)壁 際に堆積 した黒色土。9層下へもぐりこむ。

建臨 繭
十~~~7

:霊邑韓翌:写:脆更」
「継弥翫司羅。

1理

5竪 (敷石のみ )

マ

2竪

A′ 3780m

2m
(1 :60)

第 2図  1～ 3・ 5。 呵3号竪穴 (1)
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1～ 3・ 13号竪穴 南北

1 褐灰色粘質土 (10YR4/1)

2 褐色土 (10YR4/4)

3 暗褐色土 (10YR3/3)

4 褐色土 (75YR4/4)

5 黒褐色上 (10YR3/2)

6 黒褐色土 (10YR2/3)

7 にぶい黄帽色土 (10YR4/3)

8 黒褐色土 (10YR3/1)

9 にぶい黄褐色土 (10YR4/3)

10 黒帽色土 (10YR2/3)

11 にぶい黄褐色土 (10YR4/3)

水田層。                         12
水田床土。オレンジ色の錆層。              13
やや粗。                        14
旧水田床土か。厚み薄 く、ブロック状に褐色土含。     15
やや粗。褐色粒、焼土粒含。               16
5層 に色調類似。やや密。炭化粒、焼上、ローム小ブロック含。17

直下が床面か。若千硬化。部分的に焼土ブロック多。

ローム粒。ブロック含。床下掘 り方か。          18
ローム粒・ ブロック含。6層 とロームの混合状態。

6層類似。電覆土。 ローム粒。小ブロックやや多。     19
焼土小ブロック含。

日―ムブロックやや多。                 20

黒褐色土 (10YR2/3)

黒褐色土 (10YR2/3)

にぶい黄褐色土 (10YR4/3)

黒褐色土 (10YR3/2)

暗褐色土 (10YR3/3)

にぶい黄褐色土 (10YR4/3)

黒褐色土 (10YR2/2)

黒褐色土 (10YR3/21

にぶい黄褐色土 (10YR4/3)

6層類似。やや密。褐色粒、焼土粒含。

ローム粒・小ブロック含。

ローム主体。地山。

やや密。褐色粒、焼土粒・ ローム粒含。

17層 との前後関係はやや不明確。

やや粗。小粒子やや多。ローム粒・ ブロックう。

黄味有。

緻密。ローム小ブロック少。上層に 5堅敷石。

黒色味強。

ローム粒・ ブロック含。18層 より黒色味弱。

径5～ 1 0cmの礫含。

やや砂質土。ローム粒多。壁ローム上の崩落堆積。

O            m

第 3図 1～ 3・ 5。
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13号竪穴 (2)



1号竪穴霊

1 黒褐色土 (10YR2/3)

2 黒掲色土 (10YR2/3)

3 黒掲色土 (10YR2/2)

4焼  土

5 暗褐色土 (10YR3/4)

愕 竪穴

A′

 3790m

全体的に焼土小ブロックやや多。炭化粒混。

炭化物含。焼土小ブロック・焼土粒多。

純粋な焼土層。

鞄山類イ兆 焼土小ブロック少。

//｀ ｀

牲 ___革 嘩 型 ___」
m

O            m

5号竪穴
Ｅ
示
務

ｂ

｀ヽ、、、、、_ノ
ノ

ヽ
＼

ヽ

―

′

＼
、

、 、
、

、 、

4号竪穴

1 褐灰色土 (10YR4/1)

2 暗褐色土 (75YR3/4)

3 黒褐色土 (10YR3/2)

4 暗褐色土 (75YR3/4)

5 暗褐色土 (10YR3/3)

6 暗褐色土 (10YR3/3)

ア 暗褐色土 (10YR3/3)

8 暗褐色土 (10YR3/3)

9 暗褐色土 (10YR3/3)

水田層。

水田床土。

旧水田覆土か

旧水田床土面か。錆粒多。白色粒、赤色粒含。上器片含。

フ層類似。

ローム粒・ ブロック (10YR4/4)昆

ローム小ブロック・赤色粒含。

ローム粒。小ブロックを全体に含。炭化粒、焼土粒、小礫含。

ロームブロック含。8層よりやや多。焼土粒含。

10 暗褐色土(10YR3/3)+褐色土(10YR4/4)

11 褐色土(10YR4/4)    ロームブロック主体。周溝言陀 掘り方断面によれば、

14層 と同一か。

12 褐灰色土 (10YR4/1)

13 暗褐色土 (10YR3/3)

14 にぶい貴褐色土 (10YR4/3)

15 褐色砂質土 (10YR4/41

灰 ?主体。床直に薄 く堆積。

ロームと黒色上の互層。黒色味強。礫含。

ロームと黒色上の混。床下掘 り方埋め土層。地山類イ嘘

13層 よりも日―ム主体。

黒色上の小ブロックわずかに混。地山直上。

第4図  1・ 4・ 5号竪穴

1号堅穴霊

t ′i ▲▲4ド▲  ▲  f'4▲
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D′

377つm

黒色砂質土 (10YR2/1)焼 土粒、炭化粒無。

黒色味強。北側半分は土器欠損。

浅鉢を炉体土器として使用。

9   (1130)   lm

< 
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11号竪穴、83号ピット 12号竪穴、84号ピット

A

12号竪穴

1 褐灰色粘質土 (10YR4/1)

2 灰黄掲色土 (10YR4/2)

3 暗掲色土 (10YR3/3)

4 黒褐色土 (10YR3/2)

5 黒掲色土 (10YR3/1)

6 黒褐色土 (10YR3/2)

7 黒褐色土 (10YR3/2)

8 黒褐色土 (10YR3/2)

9 にぶい黄褐色土 (10YR4/3)

10 にぶい黄褐色土 (10YR4/3)

2

3

避ノ9足 lo＼、 二 挫 上

/ A'3799m

11号竪穴

褐灰色土 (10YR4/1)

褐色上 (10YR4/4)

黒褐色土 (10YR3/2)

褐色土 (10YR4/6)

黒褐色土 (10YR3/2)

黒褐色土 (10YR3/1)

黒褐色上 (10YR3/2)

にぶい黄褐色土 (10YR4/3)

にぶい黄褐色土 (10YR4/3)

水田層。

やや粗。水田床土。

やや粗。

褐色ブロック主体。

炭化物、焼土粒、小礫、国―ムブロック含。

やや黒色味強。緻密。ロームブロック含。

全体的に日―ム粒含。やや黒色味強。織密。

日―ム粒・ ブロック粒多。

地山。確認面。

水田層。

水田床上。

黄色粒、焼土粒含。

やや黒味強。褐色粒、焼土粒含。

黒色味強。

黄色ブロック含。全体的に黄色粒含。

周浦覆土。ローム小ブロック多。

ローム粒混。やや黒色味強。

ローム」ヽブロック多。8層 との混合。

ローム粒・小ブロックやや多。全体的に黄色味有。

14・ 15号竪穴、 107・ 108号ビット

l

］
溺
６
３ 牲すす司_型早型____fm

ト第 7図  11。 刊2。 14・ 15号竪穴、83・ 84・ 107・ 108=|ピ ッ

/
/

% 0
4Ъ 4
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16号竪穴号、9号土坑、87号ピツト

生 378つm 16号竪穴蓬

A′

3789m

16号竪穴・9号土坑

褐灰色粘質土 (10YR4/1)

褐色土 (10YR4/6)

暗褐色土 (10YR3/3)

黒褐色土 (10YR3/1)

5黒褐色土 (10YR2/3)

6暗褐色砂質土 (10YR3/3)

7暗褐色土 +焼土 (10YR3/3)

8黒褐色土 (10YR2/3)

9にぶい黄褐色土 (10YR4/3)

水田層。

水田床土。

やや粗。礫、小礫含。

焼土粒、褐色粒、小礫、礫含。

ローム粒・ ブロック、焼土粒、褐色粒含。徹密。

ローム粒やや多。礫混。地山直上。

竃周辺。褐色土ブロックやや多。

9土覆土。焼土粒含。上層に礫。

地山。ローム主体。

18号竪穴、118号ピツト

卜___型軍生___」 m

16号竪穴 蓬
1 黒褐色土 (10YR3/2)焼 土粒 。小ブロック、炭化物含。

2焼  土

6 焼  土

7 暗褐色土 (10YR3/3) やや灰褐色味有。小礫含。床面上に堆積。

8 黒褐色土 (10YR3/2) 床下か。やや砂質。南側に硬化した床面有。

9 黒褐色土 (10YR3/2) 小礫含。

10黒褐色土 (10YR3/2) やや粗。縄文土器片含。

16・ 18号竪穴、9号土坑、87・ 118号 ビッ ト

オ レンジ色の焼上、黒褐色土含。

3 黒褐色土 (10YR3/1)篭 下層か。焼土粒少。

4 黒褐色上 (10YR3/21 ローム粒含。焼土粒なし。

18号竪穴、118号ピツト

1 褐灰色土 (10YR4/1) 水田層。

2 褐色土 (10YR4/6)  水田床±9

3 暗褐色土 (10YR3/3) やや灰色味有。やや粗。

4 黒褐色土 (10YR3/2) 礫、小礫、褐色粒、焼土粒含。

5 黒褐色土十焼土 (10YR3/2)竃焼土。部分的にブロック状の焼土含。全体的に焼土粒含。

やや色は薄い。

A 3797m

▲  ▲
f▲ ケ⌒＼＼118ピ

第 8図
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19号竪穴

1号土坑

A

1号土坑

1 暗褐色土 (10YR3/3)

2 暗褐色土 (10YR3/3)

3 にぶい黄褐色土 (10YR4/3)

4 黄褐色土 (10YR5/6)

4号土坑、41号ピット

1号集石

1 灰黄褐色粘質 (10YR4/2)水田層。

2 暗褐色土 (7 5YR3/4)水 田床土。

3 暗褐色土 (10YR3/3)灰 色味有。旧水田層か。

4 暗褐色土 (7 5YR3/41+日 水田床土か。

5 黒褐色土 (10YR3/2)6層 lt類似

6 黒褐色土 (10YR2/2)ローム小ブロック含。

5層よりも黒味有。やや密。

7 黒褐色土 (10YR2/2)6層 に類似。

8 鈍い黄褐色土 (10YR4/3)ロ ーム粒やや多。

19号竪穴

1 褐灰色土 (10YR4/1)水 田層。

2 褐色土  (10YR4/6)水田床上

3 灰黄褐色土 (10YR4/2)や や粗。灰色味有。小礫含。

4 暗褐色土 (10YR3/3)や やホ眺灰色味有。,古濃 含。

3層類似。

1号集石
A

|> ―――

―――

―――

――‐

――‐

――‐

―――

―――

―――

―――

―――

旧

―――

‐―Ｉ

Ⅷ

鞘―＞
伊
む
『
∃

5 黒褐色土 (10YR3/1)緻 密。小礫・褐色粒・焼土粒含。
6 黒褐色土 (10YR3/1)小 礫・焼土粒・炭化粒含。lgl密。
7 暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム粒含。

8 暗褐色土 (10YR3/4)ロ ーム粒・小ブロック多。壁土。
9 にぶい黄褐色土 (10YR4/3)ロ ーム粒主体。

坐十す…~聖翠型____写
m

3号土坑

A′ 3792m

(

A′

焼土小ブロックやや多。土師器片有。

ローム小ブロック、炭化物含。

ロームブロック多。小礫有。

地山。日―ム土。

2号土坑

1 暗掲色土(10YR3/3)

2 にぶい黄褐色土(10YR4/3)

3 褐色土 (10YR4/4)

ローム小ブロック含。

ローム粒やや多。
ローム小ブロック含。

地山。ローム土。

3号土坑

1 暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム粒やや多。

ロームブロック含。焼土粒、炭化粒有。

2 黒掲色土 (10YR2/2)ロ ームブロック多。

焼土粒、炭化粒含。

3 褐色土 (10YR4/4) 壁の読落土か。

ロームブロック含。

4 黒褐色土 (10YR2/2)2層類幌

ややローム小ブロック少。黒色味強。
5号土坑、45号 ビツト

4号土坑

1 灰黄褐色粘質土 (10YR4/2)水 田層。

2 嗜褐色土 (75YR3/41 水田床土。

3 暗褐色土 (10YR3/3)や や粗。褐色粒含。

4 黒褐色土 (10YR3/2)や や粗。黒味有。

5 暗褐色土 (75YR3/41 2層 に類似。

オ レンジ色の小ブロックう。

6 黒褐色土 (10YR3/2)4層 類イ嵯

7 黒掲色土 (10YR2/3)ロ ームブロック含。

8 黒褐色土 (10YR3/2)や やローム粒多。

9 にぶい黄褐色土 (10YR4/3)ロ ーム粒多。

ロームブロック含。地山に近い。

牲 ___革 卑 型 ___」
m

第 9図  19号竪穴、1～ 5号土坑、41

A                             A′ 3795m

。
Ｑ

。

釣

▼
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6号土坑 7号土坑、93。 111号 ピット 8号土坑

A A′
3791m

6号土坑

1 褐灰色粘質土 (10YR4/1)耕 作土。水田層。

2 暗褐色土 (75YR3/4)水田床土。

3 黒褐色土 (10YR3/2)1日 水田覆土。

4 暗褐色土に5YR3/41 旧水田床土。

5 暗褐色土(10YR3/3)

6 暗褐色土(10YR3/41 炭化物、礫含。黄色味有。

ローム粒・小ブロックやや多。

黒褐色土(10YR2/3)土 器片混。ローム粒・小ブロツク

黒褐色土(10YR2/3)ロ ームブロック多。

にぶい黄褐色砂質土(10YR4/3)

炭化物含。

10。 12号土坑

望ヒ37,Om

口巧

10号土坑

1 黒色土 (10YR2/1)

2焼 土 (5YR5/8)

3 黒色土 (10YR2/1)

4焼 土 (5YR5/8)

5 黒褐色土 (10YR3/2)

6 黒褐色土 (10YR2/3)

炭化粒多。

明赤褐色。

炭化物層。

明赤褐色土。

焼土粒・ブロツクやや多。

黒色味強。地山 (確認面 )。
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117号 ピッ ト

1 褐灰色土 (10YR4/1)

2 褐色土 (10YR4/6)

3 暗褐色土 (10YR3/3)

4 黒褐色土 (10YR3/2)

5 黒褐色土 (10YR3/2)

6 黒褐色土 (10YR3/2)

7 暗褐色土 (10YR3/3)

8 黒褐色土 (10YR3/2)

水田層。

水圏床上。

やや灰色味有。やや粗。

礫・小礫・褐色粒・ 焼土粒含。

焼土ブロック含。暗褐色粒少。

暗褐色ブロック少。

黒褐色ブロック含。やや砂質。O          m

6～ 8。 10・ 12・ 13号土坑、93・ 111・ 117号 ビッ ト

土坑

暗褐色土 (10YR3/3)日 ―ム粒・小ブロック含。黄色味有。

黒褐色土 (10YR3/2)日 ―ム粒含。

黒褐色土 (10YR3/1)格 沢式土器片、磨石、円礫含。黒色味強。緻密。

にぶい黄褐色土 (10YR4/3)地 山。

13号土坑、117号ピツト

第10図
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性___型学生___」m
11号土坑

1 暗褐色砂質土 (10YR3/3)

やや黒味有。灰色味強。錆粒、黄色粒含。

2 灰黄褐色土 (10YR4/2)

暗褐色の錆粒やや多。後期 (堀之内)上器片多合。

1 灰貢褐色土 (10YR4/2)

2 にぶい黄褐色土 (10YR4/3)

3 黒褐色土 (10YR2/2)

4 灰貴掲色砂質土 (10YR4/2)

埋上。耕作上。礫混。

下層はやや床土状に褐色化。上層は灰褐色土。やや粗。

黒色味強。小粒子、灰褐色小ブロック、土器片含。

やや砂質。錆粒含。礫層の直上層。

第11図 11号土坑、

5 黒褐色砂礫層 (10YR2/2) 礫多。やや砂質。粗。

6 暗褐色土 (10YR3/3)   灰色味強。

7 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)回 ―ム粒多。壁際に黄色土堆積。

8 暗褐色土 (10YR3/4)   6層類似。ローム粒やや多。

104・ 105拝|ピ ッ ト

-33-



17号竪穴、14号土坑、3号集石、112・ 115。 116号 ピツト

O            m

3号集石

■ 378おm

1 暗褐色砂質土(10YR3/3)ロ ーム粒昆 焼土私 炭化粒、土器片無。

2 褐灰色砂(10YR4/1)  地山。

14号土坑

B

13号土坑            2
1 黒褐色土 (10YR3/2)

ローム粒、土器片含。炭化私 焼土粒微量。

2 灰黄褐色砂 (10YR4/2)

地山の砂層。礫含。          長
11号ピット             ぶ

3

壬
===■ こ 登 >=三

=こ
型 3793m

5

11号 ピツト南北

1 褐灰色土 (10YR4/1)

2 暗褐色土 175YR3/4)

3 灰黄褐色土

4 暗褐色土 (75YR3/41

5 暗褐色土 (10YR3/3)

6 暗褐色土 (10YR3/3)8層 類イ児 ローム小ブロック、焼上、炭化粒含。

7 暗褐色土+ロームブロック(10YR3/41

ローム粒 。ブロックやや多。全体的に黄色。

8 暗褐色土 (10YR3/3)6層 類幌 ローム粒・小ブロック含。

9 褐色土 (10YR4/4) 地山。ローム土。
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85・ 86号ピット

A

85号ピツト     1
1 黒褐色土 (10YR2/2)

ローム小ブロック含。

2 暗褐色土 (10YR3/4)

耕作土。水田層。

水田床土。錆イ晩

旧水田床土か。錯層。

96号 ピッ ト

1 黒色土 (10YR2/1) 焼土粒少。黒色味強。円礫含。

2 黒褐色土 (10YR2/2)焼 土粒含。

尽・半
塙

ローム主体。黒褐色土粒混。地山類似。   3 黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム粒やや多。黄色味有。

0_ぃ o lm

3号集石、 11・ 85。 86・ 96。 112・ 115。 116号 ビッ ト

96号ピット

第12図  17号竪穴、14号土坑、

-34-



1号溝

＝
――
＼
十

1号澪

1 灰黄褐色粘質土 (10YR4/2)

2 褐色土 (75YR4/4)

3 暗褐色土 (10YR3/3)

4 焼  土

5 掲色砂質土 (10YR4/4)

6 褐灰色砂礫層 (10YR4/1)

δ 褐灰色砂 (10YR4/1)

7 暗褐色土 (10YR3/3)

8 黒褐色土 (10YR3/2)

9 黒掲色土 (10YR3/2)

10 にぶい黄褐色砂 (10YR4/3)

11 暗褐色砂質土 (10YR3/3)

12 黒褐色土 (10YR2/3)

13 暗褐色砂質土 (10YR3/4)

14黒掲色砂質土 (10YR2/3)

15 黒褐色土 (10YR2/3)

水田層。

水田床土。

やや粗。錆粒、焼土粒、小礫含。

1溝上層を中心に焼土が薄 く分布。

ローム色の砂質土。4層下に焼土粒やや多。

径0 5cmほ どの円礫主体。砂粒混。

錆粒混。砂粒、小礫少含。

黒色ブロック、錆粒混。

黒色味強い。おヽ礫含。

8層類似。砂粒、円礫混。

褐色砂主体。6層類似の砂礫層含。

1溝直下。溝の影響でやや変色 した砂質土。13層 と本来 tよ同質か。

3層 とほぼ同 じ。やや密。やや褐色味有。

地山 (確認面 )。 11層類似。ローム色の砂質土。

シミ状小 ピッ ト覆上。黒色味ある砂質土。

やや黒色味強。炭化粒含。

/  /

1号溝                    う

1 褐灰色粘質土(10YR4/1)水 田層。

2 暗褐色土(7 5YR3/4)  水田床土。

3 暗褐色土(10YR3/41   褐色粒・錆粒・焼土粒有・小礫。やや粗。

4 褐色土(10YR4/6)   黄色味強のローム上。錆粒混。

5 褐灰色砂礫層(10YR4/1)径 0 5cmの小礫主体。砂粒多。1溝覆土。

6 灰黄褐色砂(10YR4/2) 砂主体。小礫少。

7 暗褐色土(10YR3/3)  1溝直下。やや変色。小礫含。褐色味有。

8 黒褐色土(10YR3/2)  ロームブロック・褐色ブロック・小礫含。

9 にぶしヽ黄褐色砂質土(10YR4/3)灰褐色のローム土多。

第13図 1号清
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A′
379つm

2号溝

1 褐灰色土 (10YR71)

2  褐色土  (10YR4/6)

3 黒褐色土 (10YR3/2)

4 黒褐色土 (10YR3/2)

5 黒褐色土 (10YR3/1)

6 黒褐色土 (10YR3/2)

7 暗褐色土 (10YR3/31

8 黒掲色土 (10YR3/21

9 暗褐色土 (10YR3/4)

水田層。

水田床土。

やや粗。灰色ブロック、炭化物含。

黒褐色小ブロックやや多。

やや粗。灰色ブロック、炭化物含。

やや黒色味強。

ローム粒含。

ローム小ブロック含。やや黒色味強。

全体的にローム粒 。小ブロック含。

1号谷、1～ 3号畝、62～74号ピツト

屯 こ こ 宝
=f<=更

夏 硬
く

こ
議

亀 797m

ωゴ
靴 掟

い
も
『
∃

1号谷

1 灰黄掲色粘質土(10YR4/2)水 田層。

2 暗褐色土(75YR3/4) 水田床上。やや粗。錆粒多。

3 暗褐色土(10YR3/3) やや粗。褐色小ブロック含。

4 褐色土(7 5YR4/3)  上層は錆色の強い褐色土。下層を中心に砂層堆積。小礫含。

5 黒褐色土(10YR2/2) 黒色味強。ロームブロック含。きめ細かい。

6 暗褐色土(1 0YR3rr3) 確認面。ローム粒・小ブロックやや多。

7 灰黄褐色土(10YR4/2)畝 状遺構下層。6層類似。

O            m

第14図 2号溝、1号谷、1～ 3号畝、62～ 74号ピット
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第17図 1～ 3号竪穴遺物
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第18図 4号竪穴、5号竪穴 (1)遺物

-40-

9    (,4)   19Cm



第19図 5号竪穴 (2)遺物
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第20図  8号竪穴 (刊 )遺物
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8号土坑

11号土坑

/0」 3J_仕2磐m

10cm

第26図  8・ 9。 11号土坑 。13号土坑 (1)遺物

-48-

9     1i0    10Cm



内

――

″

40号 ピッ ト

甲
押
〃
れ

引
浮

49号 ピット

岸

�

101号ピット

|

115号 ピッ ト

44号 ピッ ト

80号 ピッ ト

＼
‐
／

50号 ピッ ト

-49-



$コ1艦汐2

2号溝

凸

――

¶

Ｖ

∩
日
可

一

爛ヽ熱転1,ガ6η
日
日
甲

ガ
Ц

埠

内
―Ｉ

Ｈ

照

みぺヽ工f~
く́、 ｀       _

庁

泳

第28図  117・ 118号ビット、
Cm

-50-

1～ 3号清遺物



司号谷

2号谷

~=と
_rく >_>~

―

ュ至三
「

こユ   ー____
ー

一
f―

―
ぶ

、

晉

~― 十

一

う

十 ~―
=_

_ :≡≡
乙麦盈≡三至テ

r=l=撃
Ξ

~―
―k――

＼＼＼  k__＼

忘 i卜 添 送 k＼
―＼

＼ ふ ゞ＼くラ
⌒
ごゞ

＼C卜 ＼c卜 t■
＼ヽか_ミ /

――ご＼＼＼

__=ド 母ヽミト ミく か ミ

第29図  1号谷 。2号谷 (1)遺物

§ミ
３

　

　

ｍ

＞
　

　

　

Ｏｃ

密
オ∠＼σ＼`ド

罐 /ブ照_ノ
ヴ

/1″ク

-51-



2号谷

=>==象
=~

主 二二 rf
＼

2号畝

ー~本
ヾ ざ

3号畝

鞠珂

ヽ

第30図 2号谷 (2)、 2・ 3号畝、遺構外 (1)遺物
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第31図  遺構外 (2)遺物
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議革,二豪i甲

1 調査区全景 (南東より) 2 調査区近景 (南東より西方向)

図版 1

3 1・ 2号竪穴遺物出土状況 (西より)

4 1・ 2号竪穴完掘状況 (南より) 5 1号竪穴桂穴検出状況 6 1号竪穴全景 (南より)

7 1号竪穴霊 (上より)

13 13号竪穴遺物出土状況

8 1号竪穴霊完掘状況 9 2号竪穴遺物出土状況 (西 より)

10 2号竪穴内礫出土状況 11 2号竪穴掘 り方完掘状況 (西より) 12 3号竪穴遺物出土状況

15 4号竪穴完掘状況 16 4号竪穴掘り方状況 (南 より)
17 5号竪穴敷石出土状況 14 4号竪穴遺物出土状況(南より)



図版 2

1 8号竪穴完掘状況 (南 より)

2 8号竪穴完掘状況 (北東より) 3 8号竪穴遺物出土状況 (北より)

4 8号竪穴炉体土器内半哉状況 5 8号竪穴炉体土器完掘状況

8 9号竪穴遺物出土状況 (西より)

6 8号竪穴内遺物出土状況 7 8号竪穴調査風景

9 9号竪穴遺物出土状況

11 9号竪穴完掘状況 (西 より)

守
△級
０

一霊

　

　

●

轟
０
０

12 10号竪穴寵完掘状況 (南 より) 10 9号竪穴内鉄製品出土状況

:|'爾:犠 =

騒
壮
´

13 10号竪穴宅礫出土状況

ぶ霞穣轡囀
―
|軋

一ぷ
舞
静

，
箋
欅

14 11号竪穴寵礫出土状況 (北 より)

15 12号竪穴 16 13号 竪穴 17 14・ 15号竪穴礫出土状況 (東 より)
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1穀基鶴 ―笠

1 15号竪穴礫出土状況

図版 3

4 18号竪穴内甕出土状況

3 18号竪穴遺物出土状況 2 16号竪穴礫出土状況

13 10号土坑完掘状況

5 19号竪穴遺物出土状況

6 19号竪穴内鉄製品出土状況 7 1号土坑完掘状況 8 2号土坑完掘状況

9 3号土坑完掘状況 10 6号土坑 (北より) 1呵 7号土坑覆土半載状況

12 8号土坑土師質土器出土状況 14 13号上坑土器出土状況

15 13号土坑出土土器 17 1号集石礫検出状況16 13号土坑礫出土状況
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1 11号ピッ ト礫出土状況 2 3号集石礫出土状況
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3 3号集石半裁状況 (南より)

4 3号集石完掘状況 5 1谷内 1～ 3号畝確認状況

7 11号土坑遺物出土状況 8 2谷調査風景 6 2谷内完掘状況
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調査期間
調査面積
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調査原因

市町村 遺跡番号

っしろだどう
のまえ

後田堂ノ前

やまなしけんにらさ

きしふじいまちきた

げじよう
山梨県韮崎市藤井町

】ヒ下条262-1番地ほか

19207 F-37 35°  43′

40.460〃

138°  26′

46.202″

2007盗「 11

月14日 ～

20084F l

月31日

635 店舗建設

所収遺跡名 種   別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

後田堂ノ前 集落跡 縄文前・中・

後、弥生後、

古墳後、平

安

竪穴住居・土坑・

集石土坑・溝・畝

縄文土器・弥生土

器 。土師器・須恵

器・灰釉陶器

縄文中期格沢式期の竪穴住居 。

土偶・配石遺構・集石土坑

要  約

塩川低位段丘面の微高地上にあり、縄文時代前期から平安時代まで断続的に利用された集落遺

跡。縄文時代前期諸磯式期と考えられる竪穴、中期格沢式期の竪穴、後期前半の包含層、竪穴

の可能性のある土坑があり、時期不明ながら屋クト貯蔵穴として袋状土坑 2が検出された。弥生

時代後期の竪穴 1、 古墳時代後期の竪穴 1の ほか、平安時代 (9世紀代)、 平安末の竪穴が存在。

後田堂ノ前遺跡
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